
通
え
る
夢
は
崑
崙
の
…
…

伊
藤
　
寿
男

―
崑
崙
山
脈
未
踏
峰

（
六
三
四
五
ｍ
）
登
頂

本
年
八
月
一
日
、
平
均
年
齢
六
一
歳
の

熟
年
登
山
隊
が
、
崑
崙
山
脈
の
六
三
四
五

ｍ
の
未
踏
峰
に
登
頂
し
た
。
登
山
期
間
は

七
月
一
四
日
〜
八
月
一
〇
日
。
隊
の
構
成

は
、
伊
藤
寿
男
隊
長
（
六
六
歳
）、
前
田

栄
三
副
隊
長
（
六
一
歳
）、
泉
谷
洋
行

（
六
一
歳
）、
栗
本
俊
和
（
五
六
歳
）
か
ら

成
る
。

詳
細
な
報
告
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
の
で
こ
れ
を
ご
覧
頂
き

た
い
。

対
象
の
山

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
西
南
端
の
町
イ

エ
チ
ェ
ン
を
起
点
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ

ま
で
「
新
蔵
公
路
」
が
通
じ
て
い
る
。
こ

の
「
新
蔵
公
路
」
を
使
っ
て
イ
エ
チ
ェ
ン

か
ら
約
五
三
〇
キ
ロ
南
下
し
、
こ
こ
で
公

路
を
離
れ
て
東
に
、
砂
漠
の
中
を
直
線
距

離
に
し
て
約
一
六
キ
ロ
入
っ
た
地
点
に
こ

の
山
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
右
折
す
る
広
大

な
谷
間
の
奥
に
鎮
座
し
て
お
り
、
残
念
な

が
ら
「
新
蔵
公
路
」
か
ら
こ
の
山
を
見
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

崑
崙
山
脈
の
未
踏
の
山
を
登
る
と
い
う

の
が
我
々
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
や
カ
ラ
コ
ラ
ム
と
い
っ
た
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
山
群
で
な
く
、「
崑
崙
」
と

い
う
響
き
が
な
ん
と
な
く
東
洋
的
で
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
彷
彿
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、

三
高
寮
歌
に
も
詠
わ
れ
て
い
て
歴
史
と
ロ

マ
ン
を
感
じ
て
学
生
時
代
か
ら
憧
れ
て
き

た
。崑

崙
山
脈
の
中
か
ら
、
我
々
の
年
齢
と

体
力
、
そ
し
て
技
術
力
に
見
合
う
山
を
見

付
け
る
た
め
に
、
昨
年
九
月
に
こ
の
地
域

に
入
っ
た
。（
昨
年
の
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ご
参
照
）

六
〇
〇
〇
ｍ
以
上
の
山
で
あ
る
こ
と
、

ボ
ッ
カ
不
足
を
補
う
た
め
出
来
る
だ
け
高

所
ま
で
車
で
入
れ
る
こ
と
、
難
し
い
登
山

技
術
を
要
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

も
「
白
き
た
お
や
か
な
山
」
で
あ
る
こ
と
、

と
い
う
我
々
の
条
件
を
満
た
し
た
の
が
こ

の
山
で
あ
っ
た
。

行
動
記
録

以
後
一
年
間
、
日
本
の
山
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
む
。
筑
波
大
学
で
の
低
圧
室
で

最
後
の
仕
上
げ
を
行
な
っ
た
。

熟
年
登
山
隊
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
、
タ
ク
テ
ッ
ク
面
も
念
入
り
に
検
討

し
た
。
固
定
観
念
を
捨
て
、
Ｂ
Ｃ
を
テ
ン

ト
で
は
な
く
「
招
待
所
」
に
し
た
の
も
検

討
の
結
果
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
こ

れ
が
、
全
員
、
元
気
一
杯
、
同
時
登
頂
と
1
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次
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い
う
成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

「
招
待
所
」
は
、
バ
ラ
ッ
ク
に
ベ
ッ
ド
を
置
い
た

だ
け
の
粗
末
な
簡
易
宿
泊
所
だ
っ
た
。
最
初
は
、
こ

ん
な
ひ
ど
い
所
が
Ｂ
Ｃ
か
と
の
印
象
だ
っ
た
が
、
時

の
経
過
と
共
に
、
屋
根
付
き
、
お
湯
付
き
、
自
由
な

空
間
付
き
と
い
う
環
境
が
、
ま
さ
に
黄
金
の
御
殿
の

よ
う
に
思
え
て
き
た
。
こ
の
御
殿
で
ゆ
っ
た
り
静
養

し
、
英
気
を

養
う
こ
と
が

出
来
た
の
で

あ
る
。

Ｂ
Ｃ
で
あ

る
大
紅
柳
灘

（
四
二
六
五

ｍ
）
に
着
い

た
の
は
、
成

田
を
発
っ

て
、
ジ
ェ
ッ

ト
機
を
乗
り

継
ぎ
、
四
輪

駆
動
車
二
台

を
駆
っ
て
六
日
目
で
あ
る
。
途
中
三
三
〇
〇
ｍ
〜
四

九
〇
〇
ｍ
の
峠
を
三
つ
越
え
、
じ
っ
く
り
高
度
馴
化

を
し
な
が
ら
の
Ｂ
Ｃ
入
り
で
あ
っ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
五
四
四
〇
ｍ
）
は
、
四
輪
駆
動
車
の
最

高
到
達
地
点
に
設
け
た
。「
新
蔵
公
路
」
か
ら
離
れ
、

砂
漠
の
中
で
の
ス
タ
ッ
ク
を
心
配
し
た
が
、
時
期
も

幸
い
し
て
、
我
々
の
四
輪
駆
動
車
は
よ
く
こ
こ
ま
で

上
っ
て
く
れ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
我
々
だ
け
に
よ

る
登
山
と
な
る
。
人
力
、
馬
、
ロ
バ
、
ら
く
だ
な
ど

の
手
配
は
、
地
理
的
に
困
難
な
の
だ
。

昨
年
の
最
高
到
達
点
五
八
〇
〇
ｍ
に
Ｃ
１
を
設
け

る
。
こ
こ
か
ら
上
部
は
ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ゼ
ン
の
世

界
で
あ
る
。
Ｃ
１
を
ベ
ー
ス
に
更
に
六
一
二
〇
ｍ
ま

で
登
り
上
部
を
偵
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
ピ
ー
ク
ま

で
の
ル
ー
ト
が
明
確
に
指
摘
出
来
た
。
ピ
ー
ク
は
見

え
な
い
が
、
白
い
プ
ラ
ト
ー
の
奥
に
控
え
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
雪
稜
を
辿
れ
ば
、
ス
ノ
ー
バ
ー
、
フ
ィ

ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
な
ど
使
わ
ず
に
何
と
か
ピ
ー
ク
に
到

達
出
来
そ
う
だ
。
ル
ー
ト
を
確
認
後
、
予
定
通
り
、

全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
り
一
日
半
の
静
養
を
す
る
。

Ｂ
Ｃ
で
十
分
静
養
し
体
調
を
整
え
た
後
、
Ｃ
１
に

入
り
、
次
の
日
、
六
〇
一
〇
ｍ
に
Ｃ
２
を
設
営
し
て

こ
こ
に
泊
ま
り
翌
日
の
ア
タ
ッ
ク
に
備
え
た
。

ア
タ
ッ
ク

八
月
一
日
、
曇
天
、
風
や
や
強
し
。
珍
し
く
頂
上

は
雲
が
流
れ
飛
ん
で
見
え
な
い
。

ア
タ
ッ
ク
の
緊
張
感
は
無
い
。
雪
は
く
る
ぶ
し
が

入
る
く
ら
い
で
言
う
こ
と
な
し
。
栗
本
が
ト
ッ
プ
で

ど
ん
ど
ん
登
る
。
ル
ー
ト
は
山
の
左
側
の
大
カ
ー
ル

の
上
縁
り
を
辿
る
。
左
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
な
し
て

い
る
尾
根
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
下
の
、
急
な
広

い
雪
面
で
、
前
田
が
ト
ッ
プ
と
入
れ
替
わ
る
。
彼
は

小
気
味
良
い
ス
テ
ッ
プ
で
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
目
指

す
。
大
い
に
楽
し
ん
で
く
れ
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の

数
年
間
、
相
応
の
働
き
を
し
て
き
た
の
だ
か
ら
。

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
風
と
ガ
ス
の
中
。
こ
こ
か
ら

は
な
だ
ら
か
な
プ
ラ
ト
ー
と
な
っ
て
頂
上
に
至
る
は
ず

だ
が
、
ガ
ス
で
何
も
見
え
な
い
。
広
い
雪
面
を
、
前
田

は
右
側
、
私
は
真
ん
中
、
泉
谷
、
栗
本
が
左
側
か
ら
、

風
と
ガ
ス
の
中
を
ひ
た
す
ら
高
み
を
目
指
す
。
下
か
ら

見
え
た
頂
上
と
お
ぼ
し
き
岩
群
を
右
に
過
ぎ
て
も
頂
上

の
高
ま
り
が
無
い
。
頂
上
を
踏
め
る
と
い
う
興
奮
の
為

か
私
は
ま
っ
た
く
し
ん
ど
さ
を
感
じ
な
い
。

突
然
右
側
の
前
田
か
ら
「
伊
藤
さ
ん
、
そ
の
先
は

落
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声

が
掛
か
る
。
ガ
ス
の
中
確
か
め
る
と
前
後
左
右
こ
こ

よ
り
高
い
と
こ
ろ
は
無
い
。
頂
上
で
あ
っ
た
。

私
は
、
頂
上
が
広
け
れ
ば
こ
う
し
よ
う
と
皆
に
話

し
て
い
た
通
り
、
一
番
高
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に

2
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3

ピ
ッ
ケ
ル
で
直
径
一
ｍ
の
円
を
描
き
、「
ア
イ
ン
ス
、

ツ
バ
イ
、

ド
ラ
イ
！
」
で
皆
で
円
内
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。

午
前
一
一
時
〇
五
分
、
全
員
同
時
登
頂
の
瞬
間
で

あ
っ
た
。

「
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
ッ
！
」
の
儀
式
の
後
は
お

互
い
抱
き
合
い
、
肩
を
叩
き
合
っ
て
初
登
頂
の
感
激

に
浸
る
。

ガ
ス
が
途
切
れ
だ
し
、
薄
日
さ
え
差
す
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
白
き
山
々
が
累
々
と
、
果
て
し
な
く
連

な
る
崑
崙
山
脈
が
現
れ
た
。
そ
の
巨
大
さ
に
圧
倒
さ

れ
、
畏
怖
の
念
さ
え
覚
え
る
。
私
は
、
日
本
か
ら
大

事
に
持
っ
て
き
た
岩
瀬
時
郎
君
の
遺
影
を
取
り
出
し

て
、
周
り
の
景
色
を
見
せ
た
。
か
っ
て
彼
と
志
が
同

じ
こ
と
が
分
か
っ
て
以
来
、
共
に
こ
の
頂
き
を
目
指

し
て
準
備
を
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。
三
年
前
、
彼
が

大
菩
薩
峠
の
登
山
口
で
急
逝
す
る
ま
で
は
。（
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーN

o.24
2002

M
ay

ご

参
照
）

三
五
分
ほ
ど
余
韻
に
浸
っ
た
後
下
山
を
開
始
し
た
。

ザ
イ
ル
は
不
要
と
は
い
え
、
ス
リ
ッ
プ
し
た
ら
ひ
と

た
ま
り
も
無
い
。
慎
重
に
Ｃ
２
ま
で
下
り
、
こ
れ
を

撤
収
、
一
五
時
二
〇
分
に
無
事
に
Ｃ
１
に
着
い
た
。

こ
こ
か
ら
は
ア
イ
ゼ
ン
も
不
要
の
通
い
慣
れ
た
安
全

な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
も
う
安
心
で
あ
る
。
泉
谷
と
ガ

ッ
チ
リ
握
手
を
交
わ
す
。
彼
の
こ
の
一
年
間
の
鍛
錬

は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
昨
年
は
、
こ
の

場
所
に
息
も
絶
え
絶
え
辿
り
着
い
た
の
だ
っ
た
。

（
注
）
文
中
の
高
度
は
伊
藤
の
高
度
計
に
よ
る
。

下
山翌

日
、
Ｃ
１
撤
収
、
ゴ
ミ
も
当
然
の
事
な
が
ら
全

て
持
っ
て
下
り
る
。
各
自
開
放
感
に
浸
り
な
が
ら
マ

イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
下
り
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
出
さ
れ

た
カ
シ
ュ
ガ
ル
瓜
の
美
味
か
っ
た
こ
と
、
高
山
病
の

ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
先
日
と
違
っ
て
貪
り
食
う
。
Ａ
Ｂ

Ｃ
を
、
来
た
時
と
同
じ
よ
う
に
綺
麗
に
し
た
後
、
車

に
乗
る
。
心
地
よ
い
疲
労
感
に
身
を
委
ね
な
が
ら
砂

漠
地
帯
を
一
路
Ｂ
Ｃ
を
目
指
し
た
。

こ
の
日
は
一
気
に
三
十
里
営
房
ま
で
下
り
た
。
げ

ん
き
ん
な
も
の
で
私
のSpO

2

は
八
八
に
回
復
し
、

猛
烈
な
空
腹
感
に
襲
わ
れ
た
。

三
十
里
営
房
か
ら
も
車
は
順
調
に
走
っ
た
が
、
ク

デ
イ
の
関
所
で
、
軍
隊
の
車
両
が
二
〇
〇
台
通
過
す

る
ま
で
待
て
と
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が

三
々
五
々
通
過
す
る
た
め
一
〜
二
日
の
ク
デ
イ
停
滞

を
覚
悟
す
る
が
、
通
訳
バ
ー
ト
ル
の
機
転
と
頑
張
り

で
、
我
々
の
み
通
過
を
許
可
さ
れ
た
。
こ
こ
が
国
境

近
く
で
あ
る
事
を
痛
感
す
る
。

暮
れ
な
ず
む
ア
カ
ズ
峠
か
ら
崑
崙
の
山
々
に
別
れ

を
告
げ
、
夕
闇
迫
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
向
け
て

下
り
始
め
た
と
き
、
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
私
の
「
崑

崙
」
が
、
い
ま
終
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

―
―
―
・
―
―
―
・
―
―
―
・
―
―
―

こ
の
後
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
山
岳
協

会
会
長
の
ケ
ヨ
ン
氏
と
会
っ
た
。
彼
は
、
我
々
に
登

頂
証
明
書
の
発
行
を
約
す
と
共
に
、
我
々
の
希
望
を

容
れ
て
、
山
名
を
「YU

M
E

（
夢
）M

U
ZTAG

H
＝

ユ
メ
　
ム
ス
タ
ー
ク
」
と
名
付
け
る
事
に
同
意
し
た
。

同
協
会
か
ら
近
々
登
頂
証
明
書
の
送
付
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

登
頂
出
来
た
理
由

一
　
見
付
け
て
き
た
山
が
、
た
ま
た
ま
丁
度
我
々
熟

年
向
き
の
山
で
技
術
的
に
さ
ほ
ど
困
難
な
山
で

な
か
っ
た
こ
と
。

二
　
時
期
的
に
も
良
か
っ
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
。

一
度
も
寒
い
と
感
じ
た
事
は
無
か
っ
た
。

三
　
固
定
観
念
を
捨
て
、
Ｂ
Ｃ
を
テ
ン
ト
で
は
な
く

接
待
所
に
設
け
た
こ
と
は
、
肉
体
的
、
精
神
的

に
大
変
楽
で
あ
っ
た
。
臨
機
応
変
に
Ｃ
２
を
設

置
し
た
の
も
良
か
っ
た
。

四
　
合
計
二
日
半
の
休
養
日
も
含
め
て
高
度
馴
化
に

は
十
分
に
意
を
用
い
た
こ
と
。

五
　
小
規
模
遠
征
と
し
て
四
人
編
成
は
最
適
で
あ
っ

た
。

さ
い
ご
に

今
回
の
遠
征
は
、
国
内
の
個
人
山
行
の
延
長
と
い

っ
た
意
識
で
、
そ
れ
ほ
ど
身
構
え
ず
に
気
軽
に
出
か

け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
身
軽
さ
感
覚
の
所
以
は
、

我
々
が
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
中
で
育
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思

う
。
こ
と
崑
崙
に
つ
い
て
み
て
も
、
先
輩
諸
氏
の
記

録
が
山
ほ
ど
あ
る
し
、
ち
ょ
っ
と
京
都
に
電
話
し
て

崑
崙
に
行
っ
て
き
た
人
の
話
を
じ
か
に
聞
い
た
り
す

る
こ
と
も
出
来
る
。
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
に
い
る
お
蔭
で
、
遠

征
と
か
、
崑
崙
と
か
、
世
間
で
は
浮
世
離
れ
し
た
事

象
が
、
ご
く
身
近
に
存
在
す
る
環
境
の
中
に
い
た
か

ら
だ
と
思
う
。
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
有
難
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
た
遠
征
で
あ
っ
た
。

今
後
、
大
規
模
な
学
術
遠
征
隊
を
出
す
の
も
い
い

が
、
我
々
の
よ
う
な
、
気
の
合
っ
た
者
同
志
の
、
私
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的
で
質
素
な
小
規
模
貧
乏
遠
征
隊
が
ど
ん
ど
ん
出
て

き
て
も
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
ド
ク
タ
ー
不
在
の
わ
が
隊
に
お
い
て
、

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
効
能
リ
ス
ト
付
き
の
薬
品
の

数
々
の
存
在
が
、
ど
れ
ほ
ど
心
強
か
っ
た
こ
と
か
、

斎
藤
Ｙ
先
生
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
山
岳
共
済
の
導
入
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
木
村

会
長
や
吹
田
啓
一
郎
氏
、
現
在
も
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
山
岳
共
済
の
窓
口
を
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
阪

本
公
一
、
堀
内
　
潭
の
両
氏
（
特
に
阪
本
氏
に
は
、

保
険
の
み
な
ら
ず
今
回
の
遠
征
に
つ
い
て
真
摯
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
数
々
頂
い
た
）、
面
倒
な
留
守
本
部
を

快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
田
中
昌
二
郎
氏
、
貴
重

な
情
報
を
提
供
戴
い
た
新
井
　
浩
氏
、
二
月
の
八
ヶ

岳
で
氷
壁
技
術
を
指
導
し
て
下
さ
っ
た
睦
好
正
治

氏
、
筑
波
大
学
低
圧
室
で
ご
指
導
賜
っ
た
浅
野
、
西

俣
両
先
生
と
学
生
諸
君
、
そ
の
便
宜
を
図
っ
て
頂
い

た
安
仁
屋
政
武
氏
、
そ
の
他
今
回
の
遠
征
で
お
世
話

に
な
っ
た
多
く
の
皆
様
、
特
に
、
我
々
を
快
く
送
り

出
し
て
く
れ
た
職
場
の
皆
様
、
そ
し
て
愛
す
る
家
族

達
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

併
せ
て
、
故
岩
瀬
時
郎
君
の
ご
尊
父
か
ら
我
々
に

賜
っ
た
ご
寄
附
を
、「
岩
瀬
基
金
」
と
名
付
け
て
、

共
同
装
備
、
そ
の
他
の
購
入
に
有
難
く
活
用
さ
せ
て

頂
い
た
事
も
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

―
岩
瀬
と
の
約
束

本
稿
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　N

o.24

（M
ay

2002

）
―
岩
瀬
時
郎
君
追
悼
特
集
」
の
続
編
の
つ
も

り
で
書
い
た
。
岩
瀬
時
郎
君
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人

も
い
る
だ
ろ
う
が
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
関
東
会
を
今
日
有
ら

し
め
た
偉
大
な
る
功
労
者
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
頂

き
た
い
。
文
中
「
岩
瀬
」
と
呼
び
捨
て
に
し
て
い
る

が
、
彼
は
私
よ
り
一
年
下
、
ほ
と
ん
ど
同
期
生
の
よ

う
に
付
き
合
っ
て
い
て
、
い
つ
も
こ
う
呼
ん
で
い
た

か
ら
で
あ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
岩
瀬
よ
。

こ
れ
が
君
の
憧
れ
て
い
た
崑
崙
だ
。

や
は
り
と
て
つ
も
な
く
デ
カ
イ
な
…
…
…
」

本
年
八
月
一
日
午
前
一
一
時
五
分
、
伊
藤
、
前
田
、

泉
谷
、
栗
本
の
四
人
そ
し
て
岩
瀬
の
遺
影
が
、
崑
崙

の
未
踏
峰
六
三
四
五
ｍ
の
頂
き
に
立
っ
た
。

頂
上
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い
て
思
っ
た
よ
り
広
く
四

人
同
時
に
頂
上
を
踏
ん
だ
。
恒
例
の
「
エ
イ
　
エ
イ

オ
ー
ッ
」
の
雄
叫
び
を
あ
げ
て
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
了
。

後
は
、
抱
き
合
い
、
肩
を
叩
き
合
い
、
握
手
を
し
合

っ
て
初
登
頂
の
感
激
に
浸
っ
た
。

頂
上
付
近
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
て
い
た
が
、
次
第
に

風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
周
り
の
光
景
が
現
れ
始
め
た
。

や
が
て
薄
日
す
ら
差
し
始
め
、
崑
崙
山
塊
の
白
く
大

き
な
山
々
が
遥
か
彼
方
ま
で
累
々
と
連
な
っ
て
い
る

の
が
見
渡
せ
た
。

私
は
、
昨
夜
ア
タ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
て
お

い
た
岩
瀬
の
遺
影
を
取
り
出
し
た
。
三
年
前
の
「
岩

瀬
時
郎
君
を
偲
ぶ
会
」
の
際
に
、
小
林
バ
コ
ヤ
シ
君

に
焼
き
増
し
し
て
も
ら
っ
た
大
き
な
写
真
で
あ
る
。

卒
業
後
も
彼
と
は
よ
く
山
に
行
っ
た
。
こ
れ
は
岩
瀬

と
二
人
で
利
根
川
源
流
を
つ
め
た
時
の
も
の
で
、
真

っ
暗
な
長
い
雪
渓
の
下
を
潜
り
抜
け
て
、
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
点
け
た
ま
ま
、
び
し
ょ
濡
れ
姿
で
タ
バ
コ
を

く
ゆ
ら
せ
て
い
る
、
と
て
も
い
い
写
真
で
あ
る
。

彼
に
じ
っ
く
り
と
崑
崙
の
三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
見
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
光
景
を
彼
は
ど
れ
ほ
ど

憧
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
冒
頭
の
一
節
に

な
る
。

本
来
な
ら
彼
も
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ

た
。
彼
と
志
し
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
以

来
、
共
に
こ
の
頂
き
を
目
指
し
て
準
備
を
し
て
き
た

か
ら
だ
。
三
年
前
の
二
月
、
崑
崙
遠
征
に
備
え
て
訓

練
の
た
め
出
掛
け
た
大
菩
薩
峠
の
登
山
口
で
彼
が
急

逝
す
る
ま
で
は
。

（
こ
の
件
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
上
記
「
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ーN

o.24
M
ay
2002

」
に
詳
述
さ
れ

て
い
る
）

彼
は
崑
崙
遠
征
の
た
め
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
定

年
一
年
前
に
新
日
鉄
を
辞
め
た
。
以
後
急
逝
す
る
ま

で
の
二
年
四
ヶ
月
、
憑
か
れ
た
様
に
崑
崙
に
打
ち
込

ん
で
い
っ
た
。
敬
服
す
る
の
は
、
彼
は
ほ
と
ん
ど
独

力
で
突
き
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
富
士
山
、

玉
山
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ク
リ
チ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
山
と

グ
レ
ー
ド
を
上
げ
て
い
き
、
つ
い
に
は
、
単
独
で
崑

崙
へ
偵
察
に
出
掛
け
て
い
っ
た
。
崑
崙
で
買
っ
て
き

た
干
し
葡
萄
と
羊
の
乾
燥
肉
を
か
じ
り
な
が
ら
、
彼

の
土
産
話
を
聞
い
た
の
が
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
で
あ

る
。
亡
く
な
る
三
日
前
に
、「
こ
の
夏
の
遠
征
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
ま

す
。」
と
、
嬉
々
と
し
て
電
話
を
く
れ
た
声
が
耳
に

残
っ
て
い
る
。

前
掲
の
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　
岩
瀬
追
悼
号
」
に

寄
せ
た
私
の
追
悼
文
の
末
尾
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。
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「
・
・
・
・
・
こ
の
崑
崙
遠
征
計
画
は
岩
瀬
の
遺

志
を
継
い
で
何
と
か
実
現
し
た
い
。
そ
の
時
は
岩
瀬

よ
、
一
緒
に
登
ろ
う
な
。
・
・
・
・
・
」

今
回
の
遠
征
の
前
半
は
、
私
の
体
調
は
昨
年
の
偵

察
時
に
比
べ
、
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
。
十
二
分
に

注
意
し
た
積
り
だ
が
高
山
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
タ
ッ
ク
直
前
に
Ｂ
Ｃ
で
一
日
半
の
休
養
を
と
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
Ｂ
Ｃ
に
下
り
た
時
点
で

は
最
悪
の
状
態
で
あ
っ
た
。
私
は
、
こ
の
一
日
半
の

休
養
で
回
復
し
な
け
れ
ば
、
皆
の
足
を
引
っ
張
る
の

で
登
頂
は
諦
め
る
と
宣
言
し
た
。
背
水
の
陣
の
心
境

で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
日
記
の
最
後
に
こ
う
書
い
て

い
る
。「
岩
瀬
よ
、
俺
を
護
っ
て
く
れ
（
原
文
ど
お

り
）」。
こ
の
念
が
通
じ
た
の
か
一
日
半
の
休
養
後
は
、

物
は
食
え
な
か
っ
た
が
体
調
は
回
復
し
、
Ｃ
１
で
一

泊
し
た
後
Ｃ
２
ま
で
登
れ
た
。

ア
タ
ッ
ク
前
夜
の
Ｃ
２
に
お
い
て
、
睡
眠
前
に

「
明
朝
目
が
覚
め
た
ら
ま
た
高
山
病
を
ぶ
り
返
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
」
と
再
び
岩
瀬
に

頼
ん
だ
。
ア
ン
デ
ス
で
も
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
で
も
熟

睡
し
た
翌
朝
、
目
が
覚
め
た
ら
高
山
病
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

ア
タ
ッ
ク
日
の
朝
、
す
っ
き
り
と
目
覚
め
た
。
快

調
で
あ
る
。
岩
瀬
の
加
護
を
感
謝
し
た
。
頂
上
ま
で

も
順
調
で
、
Ｂ
Ｃ
に
下
り
た
日
の
不
調
が
嘘
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
こ
の
五
日
間
食
欲
が
無
く
、
食
う
も
の

も
十
分
摂
っ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
体
力
が

残
っ
て
い
た
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
岩
瀬
が
登
ら
せ

て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

岩
瀬
の
遺
影
は
頂
上
に
埋
め
ず
に
そ
の
ま
ま
持
ち

帰
っ
た
。
初
め
か
ら
そ
の
積
り
で
あ
っ
た
。
あ
ん
な

寂
し
い
所
に
置
い
て
く
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

帰
国
後
、
残
暑
の
日
差
し
が
ま
だ
強
い
日
、
千
葉

に
在
る
岩
瀬
の
墓
前
に
遠
征
の
報
告
に
行
っ
た
。
隊

員
全
員
が
登
頂
し
無
事
に
帰
国
出
来
た
こ
と
を
報
告

す
る
と
共
に
、
彼
が
、
我
々
全
員
を
見
守
っ
て
い
て

く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
私
を
未
踏
の
頂
き
ま
で
押
し

上
げ
て
く
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
て

き
た
。

こ
の
墓
前
の
報
告
を
以
っ
て
、
私
は
岩
瀬
と
の
約

束
を
果
た
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

五
三
年
前
の
厳
冬
期
知
床
遠
征
を

ふ
り
か
え
っ
て
（
そ
の
二
）

本
隊
の
行
動

斎
藤
　
惇
生

隊
は
四
隊
に
分
け
ら
れ
た
。
第
一
隊
は
岬
隊
、
第

二
隊
は
山
口
、
斎
藤
、
平
井
、
第
三
隊
は
広
瀬
、
中

川
、
寺
本
、
第
四
隊
は
杉
山
、
川
瀬
、
隊
長
の
編
成

だ
っ
た
。

一
二
月
一
六
日
（
曇
後
晴
）、
合
（
相
）
泊
で
船

か
ら
の
荷
上
げ
完
了
は
一
一
時
四
五
分
、
子
出
藤

（
ね
り
ふ
じ
）
さ
ん
の
番
屋
の
二
間
を
借
り
て
落
着

く
。
棟
続
き
の
温
泉
は
少
し
ぬ
る
い
が
快
適
な
ベ
ー

ス
ハ
ウ
ス
だ
。
午
後
、
杉
山
、
広
瀬
、
中
川
は
偵
察

に
行
く
。
他
は
荷
物
整
理
。
夏
の
偵
察
の
登
路
の
北

カ
モ
イ
ウ
ン
ベ
川
と
南
の
カ
モ
イ
ウ
ン
ベ
川
の
間
の

尾
根
を
登
る
。
二
〇
〇
ｍ
の
高
度
ま
で
ト
レ
ー
ス
し

て
帰
る
。

一
二
月
一
七
日
（
雪
後
晴
）、
全
員
で
Ｃ
１
設
営

に
行
く
。
尾
根
は
二
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い
よ
り
急
に
な
る
。

稜
線
に
出
て
四
五
〇
ｍ
ぐ
ら
い
の
タ
ン
ネ
の
林
の
中

に
Ｃ
１
設
営
、
タ
ン
ネ
の
葉
を
敷
い
て
六
人
用
の
ウ

イ
ン
パ
ー
型
テ
ン
ト
を
立
て
る
。
居
住
性
は
最
後
ま

で
良
か
っ
た
。
第
三
隊
が
残
り
二
、
四
隊
は
下
る
。

下
る
時
隊
長
が
転
倒
し
た
拍
子
に
ス
キ
ー
が
外
れ

て
流
れ
た
。
平
井
が
サ
ァ
ー
と
飛
鳥
の
よ
う
に
滑
っ

て
掴
ま
え
た
。
ス
キ
ー
は
ベ
ン
ド
部
が
折
れ
た
。
隊

長
の
ス
キ
ー
は
戦
前
あ
っ
た
愛
宕
山
の
ス
キ
ー
場
の

貸
ス
キ
ー
の
払
下
げ
だ
っ
た
。
汽
車
の
な
か
で
隊
長

故岩瀬時郎会員の写真とともに　
撮影：栗本俊和会員



は
く
た
び
れ
た
シ
ー
ル
を
修
理
し
て
い
た
。
所
々
毛

が
抜
け
て
い
た
。
隊
長
は
尻
皮
の
犬
の
毛
を
切
り
と

っ
て
毛
並
を
逆
さ
に
縫
付
け
て
い
た
。
み
な
そ
ん
な

の
で
大
丈
夫
か
と
顔
を
見
合
せ
た
が
本
人
は
全
く
平

気
だ
っ
た
。
結
局
そ
の
シ
ー
ル
で
Ｃ
２
ま
で
登
っ
た

の
だ
か
ら
十
分
役
に
立
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ス
キ
ー
の
折
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
海
岸
ま
で
た
い
へ

ん
だ
っ
た
。
歩
け
ば
熊
笹
に
も
ぐ
る
。
ス
キ
ー
を
は

い
て
の
階
段
下
り
も
四
苦
八
苦
だ
っ
た
。

一
二
月
一
八
日
（
晴
後
吹
雪
）

Ｃ
１
の
第
三
隊
は
朝
テ
ン
ト
か
ら

首
を
出
す
と
無
風
快
晴
、
Ｃ
２
建
設

へ
と
出
発
し
た
が
た
ち
ま
ち
天
候
悪

変
し
吹
雪
と
な
る
。
高
度
八
〇
〇
ｍ

ま
で
登
り
資
材
デ
ポ
。
ス
キ
ー
を
快

調
に
飛
ば
し
て
昼
過
ぎ
に
Ｃ
１
帰

着
。
二
、
四
隊
は
Ｂ
Ｈ
よ
り
荷
上
げ
。

隊
長
は
朝
ス
キ
ー
を
修
理
し
て
参

加
。
第
二
隊
は
Ｃ
１
に
残
る
。
こ
の

日
よ
り
隊
長
は
二
隊
、
平
井
が
四
隊

に
変
る
。

今
日
の
よ
う
な
妙
な
天
気
の
変
り

を
こ
の
辺
で
は
榛
（
は
ん
）
の
木
天

気
と
い
う
そ
う
だ
。
つ
む
じ
曲
り
の

人
も
「
あ
い
つ
は
榛
の
木
だ
」
と
い

う
。
木
の
幹
が
く
ね
く
ね
と
ひ
ね
曲

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
た
ら
し

い
。一

二
月
一
九
日
（
雪
）、
降
雪
が

ひ
ど
く
Ｃ
１
の
二
、
三
隊
沈
澱
、
歌

を
歌
い
、
一
台
だ
け
の
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
過
す
。
こ
こ
で
は
日
本
の
放
送

も
聞
け
る
し
ソ
連
の
音
楽
放
送
も
よ
く
入
る
。
唯
一

の
文
明
社
会
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
四
隊
は
気
が

す
す
ま
な
か
っ
た
の
だ
が
と
云
い
な
が
ら
Ｂ
Ｈ
よ
り

Ｃ
１
へ
荷
上
往
復
。

一
二
月
二
〇
日
（
吹
雪
）、
天
候
は
思
わ
し
く
な

い
が
二
、
三
隊
は
Ｃ
２
設
営
に
出
発
。
一
八
日
の
デ

ポ
地
よ
り
上
は
急
傾
斜
が
続
く
。
吹
雪
が
ひ
ど
く
地

形
が
判
然
と
し
な
い
が
、
高
度
一
〇
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い

の
傾
斜
の
や
や
ゆ
る
い
所
に
カ
マ
ボ
コ
テ
ン
ト
を
立

て
る
。
下
を
掘
る
と
這
松
が
出
て
う
ま
く
水
平
に
は

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
居
住
性
は
最
後
ま
で
よ
く

な
か
っ
た
。
三
隊
が
残
り
二
隊
は
吹
雪
の
な
か
を
Ｃ

１
へ
下
る
。
四
隊
は
Ｂ
Ｈ
で
オ
フ
。

一
二
月
二
一
日
（
晴
）

Ｃ
２
は
Ｃ
１
よ
り
五
〇
〇
ｍ
高
い
が
恐
ろ
し
く
寒

い
。
今
朝
は
珍
ら
し
く
素
晴
し
い
快
晴
。
第
三
隊
の

広
瀬
、
中
川
、
寺
本
は
Ｃ
２
よ
り
風
で
よ
く
締
っ
た

雪
を
踏
ん
で
真
直
ぐ
に
上
に
登
る
。
三
〇
分
で
極
地

の
よ
う
に
広
々
と
し
た
主
稜
線
に
出
る
。
這
松
に
エ

ビ
の
シ
ッ
ポ
が
つ
い
て
起
伏
を
作
り
歩
き
に
く
い
。

夏
の
偵
察
の
時
に
到
達
し
た
一
一
〇
二
ｍ
の
ピ
ー
ク

を
東
に
捲
き
コ
ル
に
出
る
と
や
せ
尾
根
に
な
る
。
ポ

ロ
モ
イ
台
地
の
少
し
手
前
ま
で
行
き
、
岬
隊
収
容
の

た
め
の
備
え
に
カ
マ
ボ
コ
テ
ン
ト
、
食
糧
、
燃
料
若

干
デ
ポ
す
る
。
平
坦
な
広
い
台
地
に
赤
旗
を
一
五
ｍ

お
き
に
設
置
。
尾
根
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
と
こ
ろ

で
第
二
隊
と
と
も
に
上
っ
て
き
た
隊
長
と
依
田
カ
メ

ラ
マ
ン
に
会
う
。
隊
長
と
依
田
は
Ｃ
２
に
残
り
山
口
、

斎
藤
は
Ｃ
１
に
帰
る
。

私
の
山
の
入
門
は
熊
本
の
旧
制
五
高
山
岳
部
で
阿

蘇
の
鷲
ヶ
峰
の
岩
登
り
だ
っ
た
。
学
制
改
革
で
一
年

で
京
大
に
入
り
、
山
岳
部
員
に
も
な
っ
た
の
だ
が
教

養
か
ら
医
学
部
受
験
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ス
キ
ー

を
習
っ
た
の
は
医
学
部
一
回
生
の
冬
笹
ヶ
峰
合
宿

で
、
中
島
道
郎
に
全
く
の
イ
ロ
ハ
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
。
知
床
は
次
の
年
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
ス
キ
ー
は
シ
ュ
テ
ム
系
で
、
山
で
は

シ
ュ
テ
ム
ボ
ー
ゲ
ン
、
そ
れ
に
枝
制
動
、
股
制
動
も

重
要
な
技
術
だ
っ
た
。
締
具
は
カ
ン
ダ
ハ
ー
で
下
り

は
前
傾
バ
ン
ド
で
足
首
固
定
、
転
倒
し
て
も
ス
キ
ー

は
絶
対
外
れ
な
い
。
シ
ー
ル
は
取
付
で
古
く
な
る
と
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よ
く
外
れ
た
。

私
は
靴
は
村
上
で
新
調
、
シ
ー
ル
も
金
を
な
ん
と

か
工
面
し
て
新
品
を
買
っ
た
。
お
か
げ
で
登
り
は
全

く
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
し
か
し
下
り
は
一
年
前
に
覚

え
た
ば
か
り
の
技
術
で
は
こ
な
せ
ず
よ
く
転
ん
だ
。

知
床
の
雪
は
海
に
近
い
た
め
か
北
海
道
の
粉
雪
で
な

く
湿
雪
で
重
か
っ
た
。
二
年
目
で
そ
ん
な
つ
っ
ぱ
り

ス
キ
ー
を
し
た
ら
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
一
生
ス

キ
ー
は
上
達
し
な
い
だ
ろ
う
と
藤
田
陸
奥
麿
が
後
で

予
言
し
た
。
残
念
な
が
ら
予
言
は
あ
た
っ
て
五
〇
年

た
っ
て
も
会
心
の
ス
キ
ー
は
し
た
こ
と
が
な
い
。

一
二
月
二
二
日
（
吹
雪
）

猛
烈
な
風
と
雪
と
ガ
ス
、
Ｃ
１
、
Ｃ
２
文
句
な
し

の
沈
澱
、
し
か
し
Ｂ
Ｈ
か
ら
の
ボ
ッ
カ
ば
か
り
し
て

い
た
第
四
隊
は
、
知
床
岳
冬
期
初
登
の
任
務
も
与
え

ら
れ
て
い
た
の
で
、
榛
の
木
天
気
で
好
く
な
る
か
も

知
れ
ぬ
と
出
発
し
、
九
時
一
五
分
に
は
Ｃ
２
に
着
い

た
。
し
か
し
そ
の
後
は
立
っ
て
も
お
れ
な
い
猛
吹
雪

に
な
り
、
Ｃ
２
に
泊
り
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
六
人

用
テ
ン
ト
に
八
人
（
三
隊
三
人
、
伊
藤
、
依
田
、
四

隊
三
人
）
で
ぎ
っ
し
り
、
シ
ュ
ラ
ー
フ
は
五
個
、
吹

雪
は
テ
ン
ト
を
ゆ
さ
ぶ
り
続
け
寒
さ
は
き
び
し
く
、

八
人
は
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
ウ
ト
ウ
ト
し
た
だ

け
だ
っ
た
。

一
二
月
二
三
日
（
吹
雪
）、
夜
が
明
け
て
も
吹
雪

は
物
凄
さ
を
増
し
て
き
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
狭

く
窮
屈
で
た
ま
ら
な
い
の
で
、
四
隊
の
杉
山
、
川
瀬

と
依
田
の
三
人
は
半
ば
追
出
さ
れ
る
よ
う
に
下
り
る

こ
と
に
な
っ
た
。
位
置
も
し
っ
か
り
分
ら
ず
ト
レ
ー

ス
も
す
ぐ
消
え
て
し
ま
い
、
自
分
の
ス
キ
ー
が
動
い

て
い
る
の
か
止
っ
て
い
る
の
か
も
判
ら
な
い
猛
吹
雪

の
な
か
、
一
瞬
う
す
く
な
っ
た
ガ
ス
を
す
か
し
な
が

ら
下
っ
た
。
普
通
な
ら
一
時
間
で
下
れ
る
所
を
、
三

時
間
半
も
か
か
っ
て
Ｃ
１
に
着
い
た
。
三
人
と
も
ス

キ
ー
の
天
狗
揃
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
無
事
に
下
り

れ
た
の
だ
ろ
う
。
依
田
は
Ｃ
１
に
泊
ら
ず
Ｂ
Ｈ
に
下

り
て
行
っ
た
。

一
二
月
二
四
日
、（
吹
雪
）

各
テ
ン
ト
共
オ
フ
。
一
日
中
山
の
歌
、
旧
制
高
校

の
寮
歌
を
歌
っ
て
過
す
。
山
口
に
三
高
山
岳
部
愛
唱

の
「
キ
キ
ラ
ン
」、「
野
沢
小
唄
」、「
守
れ
権
現
」、

な
ど
習
う
。

知
床
で
の
食
事
は
、
行
動
日
の
朝
は
α
餅
、
沈
澱

日
は
乾
パ
ン
、
ス
ー
プ
、
昼
は
乾
パ
ン
、
マ
ー
ガ
リ

ン
、
チ
ー
ズ
、
間
食
は
甘
納
豆
、
ド
ロ
ッ
プ
ス
、
夜

は
乾
パ
ン
、
固
形
ル
ゥ
ー
を
削
り
カ
レ
ー
、
ハ
イ
シ
、

ホ
ワ
イ
ト
ス
ー
プ
の
く
り
か
え
し
、
札
幌
で
買
っ
た

雪
印
の
ニ
ン
ニ
ク
入
ソ
ー
セ
ー
ジ
か
ベ
ー
コ
ン
を
一

人
前
二
二
ｇ
、
マ
ー
ガ
リ
ン
一
〇
ｇ
、
乾
燥
キ
ャ
ベ

ツ
、
ポ
テ
ト
を
適
当
に
入
れ
た
。
そ
し
て
粉
ミ
ル
ク

に
砂
糖
を
入
れ
て
飲
ん
だ
。
昼
間
は
米
軍
放
出
の
レ

モ
ン
パ
ウ
ダ
ー
を
溶
か
し
人
口
甘
味
料
シ
ロ
ゲ
ン
を

入
れ
て
甘
く
し
た
の
が
主
だ
っ
た
。
酒
類
は
全
く
無

か
っ
た
。
京
都
で
準
備
中
か
ら
体
調
保
持
の
た
め
禁

酒
令
が
し
か
れ
て
い
た
。
ビ
タ
ミ
ン
の
補
給
に
パ
ン

ビ
タ
ン
一
日
二
錠
服
用
。
カ
ロ
リ
ー
の
計
算
で
は
行

動
日
は
三
〇
六
〇
、
沈
澱
日
は
二
四
四
五K

cal

で
あ

っ
た
。
蛋
白
質
は
計
算
で
は
八
〇
ｇ
だ
っ
た
が
、
動

物
性
蛋
白
質
は
不
足
し
て
い
た
。
し
か
し
予
算
的
に

こ
れ
以
上
の
準
備
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
二
月
二
五
日
（
曇
、
ガ
ス
）

や
っ
と
雪
が
止
ん
だ
。
Ｃ
２
の
第
三
隊
は
テ
ン
ト

の
入
り
口
が
雪
で
埋
っ
て
い
て
、
中
か
ら
掘
り
出
し

て
這
い
出
る
。
ご
そ
ご
そ
し
て
い
る
う
ち
に
第
二
、

四
隊
が
登
っ
て
き
た
。
斎
藤
、
平
井
は
雪
に
埋
っ
た

荷
物
の
整
理
に
残
り
、
第
三
隊
三
人
と
山
口
は
主
稜

線
ま
で
行
き
、
飛
ば
さ
れ
た
り
埋
も
っ
た
赤
旗
を
補

修
し
引
返
す
。
こ
の
一
〜
二
時
間
後
に
岬
隊
は
到
達

し
、
シ
ュ
プ
ー
ル
と
赤
旗
を
見
付
け
明
日
は
必
ず
本

隊
に
会
え
る
と
安
心
し
て
テ
ン
ト
を
立
て
た
の
だ
っ

た
。第

四
隊
の
杉
山
、
川
瀬
は
一
一
時
Ｃ
２
を
出
発
、

知
床
岳
の
冬
期
初
登
へ
向
っ
た
。
主
稜
に
出
た
が
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
側
か
ら
の
暗
雲
に
閉
さ
れ
て
主
峰
は
見

え
な
い
。
東
峰
へ
直
登
し
ナ
イ
フ
リ
ッ
ヂ
を
西
へ
進

む
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
側
は
断
崖
で
切
れ
落
ち
て
い
る
。

ピ
ー
ク
を
二
つ
越
し
て
ス
キ
ー
を
デ
ポ
し
更
に
ピ
ー

ク
一
つ
を
越
し
て
一
三
時
最
高
点
に
達
し
た
。
少
し

西
方
向
に
行
っ
て
傾
斜
が
急
に
下
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
Ｃ
２
を
経
て
一
六
時
Ｃ
１
に
帰
着
し
た
。

隊
長
も
こ
の
日
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
１
へ
下
っ
た
。

一
二
月
二
六
日
、
二
七
日
（
吹
雪
）

天
候
ま
た
ま
た
悪
化
、
二
日
間
猛
吹
雪
が
続
き
動

け
な
い
。
日
が
暮
れ
る
と
雲
が
切
れ
て
月
が
照
っ
た

り
す
る
。
全
く
人
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
天
候
で
あ

る
。
岬
隊
の
食
糧
も
燃
料
も
つ
き
か
け
て
い
る
こ
ろ

と
思
う
と
気
が
気
で
な
い
。

Ｃ
２
の
テ
ン
ト
は
大
型
の
カ
マ
ボ
コ
テ
ン
ト
だ
っ

た
。
風
に
も
強
く
居
住
性
も
良
い
の
だ
が
、
内
側
に

氷
が
張
り
つ
い
て
き
て
寒
さ
は
き
び
し
く
こ
た
え

た
。
吹
雪
の
と
き
の
排
泄
に
は
困
っ
た
。
大
便
を
し

に
外
に
出
て
尻
を
ま
く
る
勇
気
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。

尻
が
凍
傷
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
。
乾
パ
ン
の
高
さ
二

〇
㎝
ぐ
ら
い
の
四
角
の
空
缶
に
、
径
一
二
㎝
ほ
ど
の

丸
い
蓋
が
あ
っ
た
。
蓋
を
外
し
て
そ
れ
に
尻
を
出
し

て
坐
る
と
洋
式
便
器
に
な
っ
た
。
み
な
を
シ
ュ
ラ
ー
7



フ
に
潜
り
こ
ま
せ
て
か
ら
排
便
す
る
。
便
は
し
ば
ら

く
す
る
と
氷
り
、
振
る
と
カ
ラ
カ
ラ
と
音
が
し
て
不

潔
感
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
。
捨
て
る
の
も
楽
だ
っ
た
。

夜
は
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
着
こ
ん
で
寝

た
。
靴
下
の
間
に
桐
灰
の
懐
炉
を
入
れ
な
い
と
足
が

冷
た
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
。

一
二
月
二
八
日
（
雪
）

風
は
な
い
が
雪
が
静
か
に
降
っ
て
い
る
。
視
界
は

良
い
。
広
瀬
、
中
川
は
連
絡
に
Ｃ
１
に
下
る
。
第
二

隊
の
山
口
、
斎
藤
、
平
井
と
寺
本
が
主
稜
線
に
登
る
。

九
時
四
〇
分
、
主
稜
線
上
や
せ
尾
根
の
手
前
の
コ
ル

ま
で
来
て
、
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
る
青
い
テ
ン
ト
を

発
見
し
た
。
真
先
に
ス
キ
ー
を
飛
ば
し
た
寺
本
が

「
お
ー
い
、
生
き
て
い
た
ら
返
事
を
し
ろ
」
と
叫
び

な
が
ら
テ
ン
ト
に
飛
び
こ
ん
で
感
激
の
握
手
を
し
た

の
だ
っ
た
。

こ
の
テ
ン
ト
は
脇
坂
が
考
え
研
究
し
た
も
の
で
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
強
風
に
も
耐
え
る
こ
と
を
主
目
的
に
設
計

さ
れ
た
。
生
地
の
ナ
イ
ロ
ン
は
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
提
供
、

ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
丸
山
工
業
、
厚
く
な
っ
た

生
地
の
縫
製
は
一
澤
帆
布
の
苦
心
作
で
あ
っ
た
。
少
し

重
く
て
畳
み
に
く
か
っ
た
が
、
風
は
通
さ
ず
氷
も
つ
か

ず
岬
隊
は
テ
ン
ト
の
中
で
は
安
全
だ
っ
た
。

寺
本
、
平
井
が
報
告
に
ス
キ
ー
を
飛
ば
し
て
Ｃ
１

に
行
く
。
二
人
と
も
今
で
も
こ
れ
ま
で
あ
の
時
ほ
ど

速
く
快
調
に
滑
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
と
言
っ
て
い

る
。
Ｃ
１
で
は
隊
長
以
下
広
瀬
、
中
川
、
杉
山
、
川

瀬
が
対
策
を
協
議
中
だ
っ
た
。
一
一
時
に
下
り
て
き

た
寺
本
、
平
井
が
勝
報
を
告
げ
る
と
、
一
同
テ
ン
ト

よ
り
飛
び
出
す
。
隊
長
は
靴
も
は
か
ず
雪
の
上
で
踊

っ
た
そ
う
だ
。
広
瀬
が
す
か
さ
ず
京
都
へ
帰
っ
た
ら

隊
員
に
ビ
ー
ル
を
二
杯
づ
つ
お
ご
る
約
束
を
取
り
つ

け
た
の
は
さ
す
が
だ
っ
た
。

疲
れ
は
て
た
第
一
隊
は
み
な
に
ガ
ー
ド
さ
れ
て
、

暗
く
な
っ
て
Ｃ
１
に
着
い
た
。

一
二
月
二
九
日
（
吹
雪
）

第
一
隊
は
隊
長
と
Ｂ
Ｈ
に
下
る
。
Ｃ
１
、
Ｃ
２
と

も
吹
雪
の
た
め
沈
澱
、
Ｃ
２
の
山
口
、
広
瀬
、
杉
山
、

斎
藤
の
仕
事
は
ポ
ロ
モ
イ
台
地
の
デ
ポ
の
撤
収
な
の

だ
が
動
け
な
い
。
食
っ
て
歌
っ
て
寝
て
暮
す
。

一
二
月
三
〇
日
（
雪
後
晴
）

Ｃ
１
の
中
川
、
平
井
、
寺
本
、
川
瀬
は
ラ
ッ
セ
ル

に
苦
し
み
な
が
ら
Ｃ
２
へ
登
る
。
杉
山
、
川
瀬
、
中

川
、
平
井
は
Ｃ
１
へ
下
る
。
海
岸
の
た
め
か
雪
が
重

く
、
下
り
で
も
ス
キ
ー
が
滑
ら
ず
上
り
と
同
じ
ぐ
ら

い
の
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
る
。

昼
か
ら
晴
れ
た
の
で
撤
収
に
出
か
け
る
が
主
稜
は

ガ
ス
と
ラ
ウ
ヘ
ン
で
視
界
全
く
無
く
引
返
す
。
次
の

計
画
の
こ
と
が
あ
り
、
隊
長
は
デ
ポ
の
放
棄
を
決
定

し
た
。

一
二
月
三
一
日
（
吹
雪
、
時
々
晴
）

撤
収
を
手
伝
う
た
め
、
藤
村
、
中
島
が
Ｂ
Ｈ
を
五

時
半
に
出
発
し
て
Ｃ
２
へ
来
た
。
そ
し
て
デ
ポ
放
棄

撤
収
の
隊
長
命
令
を
伝
え
た
。
デ
ポ
の
カ
マ
ボ
コ
テ

ン
ト
が
惜
し
い
の
だ
が
仕
方
が
な
い
。
Ｃ
２
の
テ
ン

ト
の
内
側
に
は
一
〜
二
㎝
ぐ
ら
い
の
氷
が
張
り
つ
い

て
い
る
。
根
気
よ
く
落
し
て
畳
ん
だ
が
、
重
さ
も
嵩

も
三
倍
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
の
う
ま
い

藤
村
、
中
島
が
担
い
で
滑
っ
た
が
す
ぐ
に
転
倒
し
起

き
上
れ
な
い
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

山
口
が
ス
キ
ー
に
シ
ー
ル
を
つ
け
担
い
で
歩
き
出
し

た
。
そ
し
て
キ
ッ
ク
タ
ー
ン
を
着
実
に
く
り
か
え
し

て
ゆ
っ
く
り
下
っ
て
行
く
。
み
な
唖
然
と
し
て
山
口

の
澁
い
ひ
ね
た
山
の
技
術
に
驚
い
た
の
だ
っ
た
。
こ

う
し
て
何
と
か
日
の
暮
れ
る
こ
ろ
既
に
撤
収
さ
れ
た

Ｃ
１
跡
へ
着
き
、
重
い
テ
ン
ト
な
ど
デ
ポ
し
て
Ｂ
Ｈ

に
向
う
。
途
中
Ｃ
１
を
撤
収
し
た
重
荷
で
ふ
ら
ふ
ら

に
な
っ
て
い
た
脇
坂
、
杉
山
、
中
川
、
平
井
に
追
い

つ
く
。
一
緒
に
Ｂ
Ｈ
に
辿
り
着
く
。
海
岸
沿
い
の
三

〇
分
ば
か
り
の
道
が
、
疲
れ
き
っ
た
身
体
に
は
な
ん

と
も
遠
く
長
く
感
じ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

Ｂ
Ｈ
で
は
久
し
ぶ
り
に
温
泉
に
入
り
、
子
出
藤
さ

ん
の
好
意
の
餅
を
た
ら
腹
食
べ
た
。
シ
ュ
ラ
ー
フ
も

乾
き
、
悪
天
吹
雪
に
苦
鬪
し
た
第
一
次
計
画
の
無
事

成
功
に
満
ち
足
り
た
気
分
で
暖
か
く
熟
睡
し
た
の
だ

っ
た
。

一
月
一
日
（
雪
）

藤
村
、
山
口
、
中
島
、
広
瀬
、
川
瀬
の
五
人
が
Ｃ

１
に
昨
日
置
い
て
き
た
Ｃ
２
の
テ
ン
ト
な
ど
下
し
に

行
く
。
報
告
に
は
、「
ど
う
い
う
わ
け
か
今
日
は
テ

ン
ト
が
あ
ま
り
苦
に
な
ら
な
い
。
何
度
も
交
替
で
き

る
。
中
島
は
Ｃ
１
の
少
し
下
の
大
斜
面
を
直
滑
降
で

ぶ
っ
と
ば
す
有
様
、
暢
気
な
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
様
だ

っ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
第
一
次
計
画

は
完
全
に
終
了
し
た
。

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
人
物
抄

田
中
喜
左
衛
門
さ
ん

（
一
八
七
七
・
明
治
九
年
〜
一
九
四
三
・
昭
和
一
八
年
）

平
井
　
一
正

名
誉
会
員
田
中
喜
左
衛
門
（
以
下
敬
称
略
）
は
、

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
創
設
に
も
関
与
し
、
カ
ブ
ル
ー
や
Ｋ
２
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計
画
の
財
政
的
な
後
ろ
盾
で
も
あ
り
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の

歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
現
在

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
田
中
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ

た
か
を
知
ら
な
い
。
今
西
ら
の
年
代
は
田
中
と
よ
く

山
行
き
を
共
に
し
て
い
る
。
お
互
い
が
触
発
し
て
ス

キ
ー
登
山
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
ジ
ャ
コ
の
お
か
ず

を
今
西
ら
は
ジ
ャ
コ
エ
モ
ン
と
よ
ん
で
い
た
が
、
四

手
井
靖
彦
に
よ
る
と
そ
れ
は
キ
ザ
エ
モ
ン
か
ら
来
た

も
の
だ
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
Ａ
Ａ
Ｃ

Ｋ
に
は
縁
の
深
い
田
中
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

一
、
今
西
ら
と
の
出
合
い

田
中
は
一
八
七
七
年
（
明
治
九
年
）、
六
月
一
日
、

京
都
下
京
区
七
条
油
小
路
通
り
の
大
き
な
醤
油
屋
の

相
続
人
と
し
て
生
ま
れ
た
。
も
と
も
と
は
物
集
女
の

庄
屋
で
あ
り
、
こ
の
家
は
広
大
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

あ
っ
た
と
き
く
。
田
中
が
五
〇
歳
に
な
っ
た
一
八
年

（
昭
和
三
年
）
に
、
田
中
は
隠
居
し
店
を
た
た
ん
で

下
鴨
（
今
西
錦
司
宅
の
近
所
）
に
移
り
住
み
、
亡
く

な
る
ま
で
こ
こ
に
住
ん
だ
。
当
時
は
下
鴨
は
愛
宕

（
オ
タ
ギ
）
郡
下
鴨
と
よ
ば
れ
、
た
い
へ
ん
な
田
舎

で
あ
っ
た
。
店
は
番
頭
に
別
店
を
も
た
せ
、
こ
こ
で

醤
油
の
販
売
を
や
っ
て
い
た
。
隠
居
後
田
中
の
登
山

は
拍
車
が
か
か
り
、
多
く
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

（
ち
な
み
に
田
中
の
生
ま
れ
た
七
条
油
小
路
は
、
七

条
油
小
路
の
変
と
い
う
名
で
し
ら
れ
る
新
撰
組
最
後

の
死
闘
を
演
じ
た
場
所
で
も
あ
る
）

日
本
山
岳
会
の
入
会
は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一

年
）
で
、
番
号
は
一
四
六
番
で
あ
る
。
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
と

の
接
点
は
、
今
西
錦
司
、
桑
原
武
夫
ら
の
世
代
で
あ

る
が
、
年
齢
差
も
三
〇
歳
近
く
、
い
つ
ど
う
い
う
経

緯
で
知
り
合
っ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
今
西
も
、

「
く
わ
し
い
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
、
多
分
大

町
あ
た
り
で
噂
を
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
」、
と
書
い

て
い
る
（
文
献
一
）。
冠
松
次
郎
が
黒
部
の
平
よ
り

下
流
を
重
点
的
に
探
っ
て
い
る
と
き
に
、
田
中
は
平

よ
り
上
流
を
精
力
的
に
歩
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る

の
を
聞
い
た
今
西
が
、
田
中
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ

し
て
今
西
ら
が
、
山
の
講
演
会
を
計
画
し
、
そ
こ
に

田
中
を
引
っ
ぱ
り
出
そ
う
と
し
て
お
願
い
に
あ
が
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
田
中
と
知
り
合
っ
た
は
じ

め
で
あ
ろ
う
。「
出
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
ご
ま
塩
あ

た
ま
を
二
分
刈
り
に
し
て
、
近
眼
鏡
を
か
け
た
、
中

背
の
お
や
じ
さ
ん
、
そ
の
願
い
な
ら
お
断
り
し
ま
す
、

と
つ
っ
ぱ
ら
れ
て
、
取
り
付
く
し
ま
も
な
く
帰
っ
た
」

と
あ
る
。
講
演
は
断
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
、
田
中
は

今
西
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
多
く
の
山
行
き
を
共
に
し
、

最
後
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
計
画
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ

た
の
で
あ
る
。

た
だ
田
中
は
酒
を
飲
ま
ず
、
愛
宕
山
の
頂
上
で
水

と
ま
ち
が
っ
て
酒
を
飲
み
、
下
山
に
難
儀
し
た
と
い

う
逸
話
が
あ
る
。
酒
飲
み
の
今
西
ら
と
ど
う
い
う
過

ご
し
方
を
し
て
い
た
の
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二
、
田
中
の
山
歴
（
文
献
二
）

田
中
の
山
歴
が
克
明
に
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
が
、
次

男
俊
一
（
京
大
教
授
、
仏
文
学
専
攻
）
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
、
今
西
が
そ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。
現
物
は

私
も
拝
見
し
た
が
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
き
れ

い
な
字
で
、
Ｂ
６
版
の
ノ
ー
ト
に
丹
念
に
書
き
記
し

て
あ
る
。
た
だ
同
行
者
の
氏
名
が
な
い
の
で
す
こ
し

さ
び
し
い
（
コ
ピ
ー
は
筆
者
保
持
）。
少
し
長
く
な

る
が
、
貴
重
な
記
録
な
の
で
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

一
九
〇
九
年
九
月
　
富
士
山

一
九
一
一
年
八
月
　
立
山

一
九
一
五
年
七
〜
八
月
　
白
馬
岳
、
鑓
岳

一
九
一
六
年
七
〜
八
月
　
烏
帽
子
よ
り
槍
ヶ
岳
、

上
高
地
、
乗
鞍
岳

一
九
一
七
年
七
〜
八
月
　
針
の
木
峠
―
五
色
―
立

山
―
剱
―
小
黒
部
―
祖
母
谷

―
清
水
尾
根
―
白
馬

一
九
一
八
年
三
月
　
徳
本
峠
―
上
高
地
―
中
尾
峠

―
蒲
田
（
ス
キ
ー
、
関
西
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
）

一
九
一
八
年
七
〜
八
月
　
籠
川
入
り
ー
蓮
華
岳
よ

り
後
立
山
縦
走
―
白
馬
岳
ま

で
、
上
高
地
―
前
穂
―
大
喰

一
九
一
九
年
八
月
　
西
山
温
泉
―
農
鳥
―
北
岳
―

仙
丈
―
北
沢
峠

一
九
二
〇
年
五
月
　
上
高
地
―
前
穂
岳
試
登
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一
九
二
〇
年
七
月
　
高
瀬
入
り
ー
千
丈
沢
―
左
俣

岳
―
双
六
―
雲
ノ
平
―
薬
師

沢
出
合
―
上
廊
下
―
平
―
針

ノ
木

一
九
二
一
年
三
月
　
白
骨
温
泉
―
安
房
峠
―
平
湯

―
平
湯
峠
―
高
山
（
ス
キ
ー
）

一
九
二
二
年
八
月
　
立
山
室
堂
―
平
―
内
蔵
の
助

沢
遡
行
―
立
山
川

一
九
二
四
年
九
月
　
秩
父
金
峰
山

一
九
二
三
年
三
月
　
北
沢
小
屋
―
仙
丈
岳
（
ス
キ

ー
、
西
堀
、
桑
原
ら
と
。
こ

の
と
き
桑
原
ら
は
積
雪
期
北

岳
初
登
頂
を
し
て
い
る
）

一
九
二
五
年
七
〜
八
月
　
西
沢
峠
―
笊
ヶ
岳
―
椹

島
―
赤
石
岳
―
小
渋
川
（
今

西
、
西
堀
、
四
手
井
ら
と
）＊

一
九
二
六
年
四
月
　
鉢
伏
山
ー
有
峰
―
太
郎
平
―

薬
師
岳
―
大
多
和
峠
（
ス
キ

ー
）

一
九
二
六
年
九
月
　
宇
奈
月
―
十
字
峡
―
東
信
歩

道
―
平
―
ザ
ラ
峠

一
九
二
七
年
四
月
　
笹
ヶ
峰
―
金
山
―
焼
山
―
火

打
―
関
温
泉

一
九
二
七
年
八
月
　
片
貝
川
南
又
―
毛
勝
―
赤
谷

山
―
池
の
平
―
別
山
越

一
九
二
八
年
五
月
　
和
田
川
―
有
峰
―
太
郎
平
―

槍
―
上
高
地
―
徳
本
峠
（
ス

キ
ー
）

一
九
二
九
年
四
月
　
取
立
山
―
白
山
温
泉
―
白
山

（
ス
キ
ー
）

一
九
二
九
年
八
月
　
尾
上
郷
川
遡
行
―
別
山
―
白

山
―
中
の
川
（
桑
原
ら
と
）

一
九
三
〇
年
六
月
　
小
川
路
峠
―
遠
山
川
西
沢
渡

―
青
崩
峠

一
九
三
〇
年
八
月
　
千
頭
―
寸
又
川
遡
行
―
光
岳

―
信
濃
俣
―
田
代
―
大
日
峠

（
工
楽
ら
と
）

一
九
三
一
年
八
月
　
金
木
戸
―
双
六
谷
―
九
郎
右

衛
門
沢
―
黒
部
乗
越
―
雲
ノ

平
―
奥
の
タ
ル
沢
―
薬
師
沢

―
有
峰

一
九
三
二
年
七
〜
八
月
　
カ
ラ
フ
ト
行
き
、
敷
香

―
幌
内
川
―
池
田
―
ク
ル
タ

マ
川
遡
行
―
沖
見
山
―
ム
イ

ガ
川
―
半
田
沢
（
今
西
、
西

堀
、
高
橋
ら
と
）

一
九
三
三
年
三
月
　
沖
の
山
、
東
山

一
九
三
三
年
八
月
　
小
川
温
泉
―
朝
日
―
赤
男
の

コ
ル
―
蓮
華
温
泉

一
九
三
五
年
七
月
　
和
田
川
―
有
峰
―
薬
師
―
別

山
乗
越

一
九
三
五
年
一
〇
月
　
立
山
温
泉
―
真
川
―
折
立

峠
―
有
峰
―
大
多
和
峠

一
九
三
七
年
三
月
　
精
進
―
御
庭
―
富
士
山
（
今

西
、
西
堀
ら
と
）

一
九
三
七
年
三
月
　
面
河
よ
り
石
鎚
山
―
穴
吹
―

剣
山

一
九
三
七
年
四
〜
五
月
　
村
所
―
米
良
川
―
上
椎

原
―
大
タ
ル
ミ
―
下
屋
敷
―

水
上
峠
―
韓
国
山

一
九
三
七
年
六
月
　
恵
那
山

一
九
三
七
年
七
月
　
大
無
間
山

一
九
三
九
年
八
月
　
朝
日
鉱
泉
―
朝
日
岳
―
針
生

平
―
長
者
原
―
飯
豊
山

一
九
三
九
年
一
〇
月
　
真
川
―
岩
井
谷
―
太
郎
平

―
有
峰
―
大
多
和
峠

（
＊
　
文
献
五
で
は
今
西
は
一
九
二
六
年
と
し
て

い
る
が
、
田
中
の
記
録
が
正
し
い
。
三
高
山
岳
部
報

告
第
四
号
で
確
認
）

三
〇
歳
過
ぎ
か
ら
登
山
を
は
じ
め
、
以
後
三
〇
年

間
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
登
山
を
続
け
た
こ
と
が

わ
か
る
。
現
在
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
交
通
機

関
や
山
小
屋
な
ど
の
不
便
さ
を
克
服
し
て
、
こ
れ
だ

け
の
山
歴
を
こ
な
し
た
田
中
の
活
躍
に
頭
の
下
が
る

思
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
五
年
の
白
馬
行
き
の
と

き
、
京
都
を
夜
行
で
出
発
、
翌
日
は
大
町
泊
（
大
糸

線
は
な
く
、
馬
車
を
使
う
）、
翌
日
馬
尻
岩
小
屋
、

次
の
日
に
登
頂
と
い
う
行
程
で
あ
る
。

田
中
は
そ
の
山
行
き
に
、
宇
治
長
治
郎
や
大
西
又

吉
、
竹
沢
長
衛
な
ど
、
い
つ
も
優
秀
な
山
案
内
人
を

つ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
山
歴
か
ら
も
わ
か
る
が
、
田

中
は
岩
登
り
に
は
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
ず
、
黒
部
や

双
六
な
ど
、
ま
た
尾
上
郷
川
や
寸
又
川
な
ど
の
初
遡

行
な
ど
、
谷
歩
き
を
好
ん
だ
。（
文
献
三
〜
五
）

田
中
は
今
西
ら
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
連
中
と
よ
く
山
に
行

っ
て
い
る
が
、
体
力
の
点
で
衰
え
を
見
せ
な
か
っ
た

だ
け
で
な
く
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
も
若
々
し
か
っ

た
。
今
西
は
言
う
、
ど
ん
な
話
題
に
も
仲
間
入
り
さ

れ
、
お
年
寄
り
が
い
る
の
で
煙
た
い
と
い
う
感
じ
を
、

一
度
だ
っ
て
我
々
に
抱
か
せ
た
こ
と
は
な
い
、
ど
こ

か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
新
し
い
こ
と
に
な
か

な
か
精
通
し
て
お
ら
れ
た
、
登
山
の
服
装
も
い
つ
で

も
上
か
ら
下
ま
で
き
ち
ん
と
し
た
英
国
ご
の
み
の
ス

タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。（
文
献
一
）

三
、
田
中
の
ス
キ
ー
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一
九
一
八
年
、
田
中
は
我
が
国
で
は
じ
め
て
ス
キ

ー
で
上
高
地
入
り
を
し
た
。
一
九
二
三
年
に
は
桑
原

ら
と
仙
丈
岳
積
雪
期
初
登
頂
も
行
っ
た
が
、
こ
の
と

き
ス
キ
ー
で
し
か
も
一
本
杖
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
田
中
の
山
歴
を
み
る
と
ス
キ
ー
を
使
っ
た
登

山
が
多
い
が
、
田
中
は
ス
キ
ー
を
京
都
二
中
の
中
山

再
次
郎
校
長
に
習
っ
た
。
中
山
は
高
田
中
学
校
の
教

頭
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
り
（
文
献
六
、
一
〇
）、
一

九
一
一
年
レ
ル
ヒ
少
佐
の
講
習
を
受
け
た
。
中
山
が

関
西
の
ス
キ
ー
の
草
分
け
と
な
り
、
伊
吹
山
を
ゲ
レ

ン
デ
と
し
て
開
拓
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
大
江
山
、
マ

キ
ノ
、
花
脊
、
比
叡
山
、
愛
宕
山
な
ど
の
ス
キ
ー
場

の
指
導
を
し
た
。
田
中
は
中
山
の
最
初
の
生
徒
で
あ

り
、
そ
し
て
中
山
を
中
心
と
し
た
関
西
ス
キ
ー
倶
楽

部
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
に
は
下

村
大
丸
社
長
や
木
原
均
な
ど
が
い
た
。
上
記
の
上
高

地
入
り
は
こ
の
関
西
ス
キ
ー
倶
楽
部
の
連
中
を
率
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
田
中
は
ス
キ
ー
を
登
山
の
道
具

と
し
て
使
う
と
い
う
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
先
駆

者
的
役
割
を
果
た
し
た
。
た
だ
田
中
は
あ
く
ま
で
も

一
本
杖
で
あ
り
、
師
の
中
山
が
二
本
杖
に
か
え
て
も
、

最
後
ま
で
一
本
杖
で
押
し
通
し
た
。（
文
献
六
、
七
）

四
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
計
画

田
中
は
独
学
で
英
語
を
勉
強
し
、
ア
ル
パ
イ
ン
ジ

ャ
ー
ナ
ル
を
取
り
寄
せ
て
よ
く
読
ん
で
い
た
。
勉
強

家
で
あ
っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
の
と
こ
ろ
に
は
、
赤

い
鉛
筆
で
あ
ち
こ
ち
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
つ
け
て

あ
っ
た
と
い
う
（
文
献
八
）。
だ
か
ら
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
が

一
九
三
一
年
五
月
に
創
設
さ
れ
、
そ
の
最
初
の
目
標

を
カ
ブ
ル
ー
（
七
三
三
八
ｍ
）
に
お
い
た
と
き
も
、

田
中
は
大
い
に
賛
同
し
、
こ
の
と
き
当
座
の
資
金
に

三
〇
〇
〇
円
を
寄
付
し
た
（
総
費
用
五
万
円
）。
当

時
家
一
軒
が
買
え
る
額
で
あ
る
。
そ
れ
を
留
守
本
部

長
の
桑
原
武
夫
が
住
友
銀
行
京
都
支
店
に
預
け
る

が
、
そ
の
と
き
「
京
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
」
と
い
う

名
義
を
怪
し
ん
で
、
窓
口
で
聞
き
返
さ
れ
た
。
そ
の

と
き
の
喜
び
は
い
ま
も
忘
れ
な
い
、
と
そ
の
と
き
の

高
揚
し
た
気
分
を
書
い
て
い
る
（
文
献
九
）。
し
か

し
こ
の
計
画
は
同
年
九
月
に
勃
発
し
た
満
州
事
変
の

た
め
に
実
現
し
な
か
っ
た
。

カ
ブ
ル
ー
計
画
が
挫
折
し
た
鬱
憤
を
今
西
ら
は
一

九
三
二
年
の
カ
ラ
フ
ト
行
き
で
は
ら
す
。
メ
ン
バ
ー

は
今
西
の
他
、
西
堀
栄
三
郎
、
高
橋
健
治
、
四
手
井

綱
彦
、
田
中
、
竹
沢
長
衛
で
あ
っ
た
。
帰
途
八
月
一

七
日
、
札
幌
で
当
時
北
大
に
勤
め
て
い
た
四
手
井
家

を
訪
問
し
た
と
き
の
珍
し
い
写
真
を
別
に
示
す
。
な

お
こ
こ
で
本
野
は
北
大
の
学
生
で
あ
っ
た
。(

本
野

正
一
は
会
員
本
野
亭
一
の
弟)

一
九
三
四
年
の
白
頭
山
遠
征
を
は
さ
ん
で
、
再
び

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
動
き
出
し
た
。
田
中
も
最

初
か
ら
計
画
に
参
画
し
た
。
目
標
を
Ｋ
２
に
お
き
、

伊
藤
愿
を
イ
ン
ド
に
派
遣
し
た
が
、
そ
の
費
用
は
田

中
と
奥
貞
雄
の
カ
ン
パ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

計
画
が
日
中
戦
争
で
流
れ
た
と
き
の
田
中
の
失
望
は

大
き
か
っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
き
を
決
定
し
た
Ａ
Ａ
Ｃ

Ｋ
総
会
の
と
き
の
写
真
が
文
献
一
〇
に
あ
る
が
、
黒

い
着
物
で
前
列
に
座
っ
て
い
る
の
が
田
中
で
あ
る
。

（
な
お
同
書p.26

で
の
田
中
の
生
年
月
日
は
誤
り
）

因
み
に
槇
有
恒
の
ア
イ
ガ
ー
東
尾
根
の
初
登
攀
は

一
九
二
一
年
（
今
西
が
三
高
に
入
学
し
た
年
で
も
あ

る
）、
立
教
大
学
の
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
は
一
九
三
六
年
11

後列　四手井千鶴子　今西　竹沢長衛　田中　
本野正一　西堀　

前列　四手井　高橋

後列　竹沢長衛　田中　今西
前列　四手井　西堀　千鶴子（鈴鹿を抱く）
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で
あ
る
。
ま
さ
に
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
が
我
が
国
で

は
じ
ま
る
時
で
あ
り
、
田
中
の
活
躍
も
こ
れ
と
無
縁

で
は
な
か
っ
た
。

五
、
そ
の
他

田
中
は
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
一
九
四
三
年

一
〇
月
、
腸
チ
フ
ス
の
た
め
に
急
逝
さ
れ
た
。
ウ
タ

夫
人
は
一
九
六
八
年
三
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
な

お
田
中
の
弟
は
豊
蔵
（
一
八
八
一
年
生
）、
喜
作

（
一
八
八
五
年
生
）
と
い
い
、
豊
蔵
は
東
洋
美
術
、

日
本
美
術
、
喜
作
は
西
洋
美
術
、
日
本
美
術
で
有
名

で
あ
り
、
昭
和
一
〇
年
頃
の
岩
波
書
店
発
行
の
「
画

説
」
に
数
多
く
発
表
し
、
一
九
一
四
年
に
は
美
術
店

〝G
aleriTanaka

〞
を
東
京
で
開
い
て
い
る
。
ま
た

二
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
美
術
の
研
究
」（
豊
蔵
）、

「
初
期
南
画
の
研
究
」（
喜
作
）
な
ど
著
作
も
多
い
。

喜
作
は
〇
八
年
に
は
梅
原
龍
三
郎
と
と
も
に
渡
仏
し

て
い
る
な
ど
、
文
化
面
で
の
貢
献
も
大
き
い
。

田
中
の
長
男
喜
一
郎
が
早
世
し
、
次
男
俊
一
（
〇

四
〜
九
二
）
が
後
を
継
ぐ
。
俊
一
は
静
岡
高
校
か
ら

京
大
に
す
す
み
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
専
攻
し
、
関
学

を
経
て
京
大
教
授
に
な
る
。
俊
一
の
長
男
峻
（
タ
カ

シ
）（
三
八
年
生
）
は
島
津
製
作
所
に
勤
務
後
、
今

は
伏
見
で
悠
々
自
適
の
生
活
を
し
て
い
る
。
洛
北
高

校
で
は
今
西
皆
子
と
同
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
材
の

た
め
に
斉
藤
清
明
と
ふ
た
り
、
ご
自
宅
を
訪
ね
た
。

俊
一
が
当
時
は
め
ず
ら
し
い
八
ミ
リ
映
画
を
撮
っ
て

い
て
、
昭
和
の
初
期
の
貴
重
な
映
像
を
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
復
元
し
た
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
が
、
圧
巻
は
伊
吹
山
で
田
中
が
一
本
杖
で
ス

キ
ー
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
の
鴨
川
、

植
物
園
、
八
瀬
遊
園
地
、
琵
琶
湖
、
伊
吹
山
な
ど
も

映
像
に
残
さ
れ
て
い
る
。
田
中
は
常
に
背
骨
を
の
ば

し
、
帽
子
を
か
ぶ
り
悠
然
と
ス
テ
ッ
キ
を
つ
い
て
歩

き
、
そ
の
姿
は
、
ま
さ
に
英
国
風
紳
士
で
あ
り
、
よ

き
時
代
の
裕
福
な
京
の
だ
ん
な
衆
を
彷
彿
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
昔
の
フ
ィ
ル
ム
を
復
元
す
る

の
は
破
損
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
か
な
り
難
し
い
が
、

映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
吉
岡
博
行
氏
に
よ
っ
て
復
元
が

な
っ
た
と
い
う
。（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
一
部
紹
介
さ
れ
た
）。

な
お
田
中
の
六
男
の
洪
五
（
一
九
〜
〇
四
）
は
、
梅

棹
忠
夫
と
京
都
一
中
で
同
期
で
あ
る
。

謝
辞今

回
田
中
を
と
り
あ
げ
る
に
当
た
っ
て
調
査
を
開

始
し
て
か
ら
、
今
西
武
奈
太
郎
さ
ん
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

静
岡
支
部
の
長
田
義
則
さ
ん
が
田
中
喜
左
衛
門
研
究

家
で
あ
る
と
お
聞
き
し
た
。
早
速
氏
に
連
絡
を
取
り
、

多
く
の
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
長
田
氏
の
資
料
が

な
か
っ
た
ら
、
こ
の
稿
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
田
中
の
孫
に
あ
た
る

田
中
峻
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
賜
っ
た
。
四

手
井
靖
彦
さ
ん
に
は
貴
重
な
写
真
の
提
供
を
受
け

た
。
以
上
の
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

文
献

一
）
今
西：

田
中
さ
ん
、
山
と
探
検
、
文
芸
春
秋
社
、

二
九
七
〜
三
〇
一
、
昭
和
四
五
年

二
）
今
西：

田
中
さ
ん
の
登
山
記
録
、
登
山
（
朋
文

堂
）、
第
七
号
、
昭
和
三
四
年

三
）
工
楽：

寸
又
川
遡
行
、
山
岳
、
二
六
、
二
号
、

一
五
〇
〜
一
五
五
、
一
九
三
一

四
）
桑
原：

尾
上
郷
川
と
中
の
川
、
山
岳
、
二
五
、

第
一
号
、
五
四
〜
七
一
、
一
九
三
〇

五
）
今
西：

初
登
山
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
八
〇

〜
一
八
三
、
平
成
六
年

六
）
小
竹：

ス
キ
ー
と
中
山
先
生
の
こ
と
、
登
山
、

第
八
号
、
昭
和
三
五
年

七
）
今
西
、
西
堀：

三
高
時
代
の
思
い
出
か
ら
、
山

岳
、
八
〇
、
一
九
八
五

八
）
桑
原：

京
都
に
お
け
る
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の

曙
、
山
岳
、
八
三
、
一
九
八
八

九
）
桑
原：

解
題
、
今
西
錦
司
全
集
、
第
三
巻
、
講

談
社
、
昭
和
四
九
年

一
〇
）
今
西
編：

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
道
、
中
央
公
論
社
、

昭
和
六
三
年

ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
の
山
旅

（
そ
の
二
）

阪
本
　
公
一

五
、
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
最
高
峰
サ
ハ
マ
六
五
四

二
ｍ
登
山

第
一
次
高
度
順
応
期
間
の
観
光
が
終
わ
っ
て
、
い

よ
い
よ
サ
ハ
マ
登
山
だ
。

六
月
二
三
日
、
標
高
三
七
〇
〇
ｍ
の
ラ
パ
ス
市
内

か
ら
空
港
の
あ
る
エ
ル
・
ア
ル
ト
市
に
あ
が
り
、
四

〇
〇
〇
ｍ
か
ら
四
二
〇
〇
ｍ
の
見
渡
す
限
り
広
大
な

起
伏
の
少
な
い
砂
漠
地
帯
を
南
に
向
か
っ
て
ラ
ン
ド

ク
ル
ー
ザ
で
ひ
た
走
り
に
走
る
。
荷
物
の
一
部
は
牽

引
車
に
積
み
込
ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
の
砂

漠
地
帯
に
似
た
感
じ
だ
。
途
中
で
車
を
停
め
て
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
。
約
五
時
間
ほ
ど
で
サ
ハ
マ
村
に
着
い
た
。

意
外
と
雪
の
少
な
い
サ
ハ
マ
の
西
壁
が
目
に
飛
び
込
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ん
で
く
る
。
サ
ハ
マ
と
相
対
す
る
よ
う
に
、
広
大
な

砂
漠
地
帯
の
平
原
の
向
こ
う
に
、
富
士
山
に
似
た
パ

リ
ナ
コ
タ
（
六
三
三
〇
ｍ
）
と
ポ
メ
ラ
タ
（
六
二
二

二
ｍ
）
の
二
峰
が
肩
を
並
べ
て
聳
え
て
い
る
。

サ
ハ
マ
村
は
、
標
高
四
二
〇
〇
ｍ
の
平
屋
建
の
小

さ
な
家
が
点
在
す
る
静
か
な
ひ
な
び
た
村
だ
。
サ
ハ

マ
国
立
公
園
と
書
い
た
看
板
の
あ
る
、
平
屋
建
の
公

園
事
務
所
で
登
山
届
け
。
お
隣
の
平
屋
建
の
瀟
洒
な

ロ
ッ
ジ
が
我
ら
の
宿
。
ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
、
コ
ッ

ク
の
ヘ
リ
カ
（
女
性
）
と
運
転
手
の
ア
ン
ト
ニ
オ
が

我
々
の
同
行
者
。

ロ
ッ
ジ
の
裏
に
リ
ャ
マ
の
群
れ
が
草
を
は
ん
で
お

り
、
そ
の
向
こ
う
に
サ
ハ
マ
西
壁
が
威
圧
的
な
姿
を

見
せ
る
。

四
時
頃
よ
り
、
一
人
で
ぶ
ら
り
と
サ
ハ
マ
川
に
釣

り
に
出
か
け
た
。
割
と
小
さ
な
浅
い
川
だ
が
、
水
は

澄
ん
で
お
り
、
い
か
に
も
鱒
が
い
そ
う
。
川
の
畔
で

村
の
少
年
三
人
に
出
会
う
。
私
の
岩
魚
釣
り
用
の
継

竿
が
珍
し
い
の
か
、
少
年
達
が
つ
い
て
く
る
。
今
は

乾
季
で
水
量
が
少
な
く
、
小
さ
な
鱒
し
か
い
な
い
が
、

一
二
月
か
ら
の
雨
季
に
な
る
と
水
か
さ
も
増
え
大
き

な
鱒
が
釣
れ
る
と
言
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
片
言
の
ス

ペ
イ
ン
語
で
話
を
し
て
い
た
ら
、
私
の
竿
に
二
五
㎝

位
の
ニ
ジ
マ
ス
が
か
か
っ
た
。
岩
魚
竿
を
使
い
毛
針

で
釣
っ
て
い
る
私
に
、
少
年
達
は
非
常
に
興
味
を
持

っ
た
よ
う
だ
。
三
人
の
少
年
達
は
、
ず
っ
と
私
の
後

を
つ
い
て
き
て
釣
り
を
見
て
い
る
。
一
人
の
一
番
大

き
な
少
年
は
帰
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
一
五
歳
の
ル
イ

ス
と
言
う
少
年
と
八
歳
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
熱
心

だ
。ク

リ
ス
チ
ャ
ン
が
、「
そ
の
竿
を
売
っ
て
く
れ
な

い
。
い
く
ら
な
の
。」
と
執
拗
に
話
し
か
け
て
く
る
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
目
は
輝
き
、
実
に
素
直
そ
う
な
子

供
だ
。「
こ
の
竿
は
売
れ
な
い
け
れ
ど
、
小
さ
な
竿

な
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
良
い
よ
。」
と
私
は
答
え

た
。
ル
イ
ス
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
ロ
ッ
ジ
ま
で
つ
い

て
き
た
の
で
、
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
少
し
短
め
の

岩
魚
竿
に
、
ナ
イ
ロ
ン
・
テ
グ
ス
で
毛
針
の
セ
ッ
ト

を
作
っ
て
や
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
進
呈
し
た
。
嬉

し
そ
う
に
ニ
コ
ッ
と
笑
う
、
可
愛
い
顔
。
ま
る
で
孫

の
よ
う
な
気
が
す
る
。
翌
日
の
夕
方
四
時
に
、
サ
ハ

マ
川
の
同
じ
場
所
で
再
会
す
る
こ
と
に
し
た
。

六
月
二
四
日
、
ヒ
ス
カ
・
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
の
麓
の

標
高
四
五
〇
〇
ｍ
近
辺
に
あ
る
間
欠
泉
へ
遠
足
。
リ

ャ
マ
、
ビ
ク
ー
ニ
ャ
の
群
れ
が
、
広
大
な
平
原
に
幾

つ
か
の
か
た
ま
り
と
な
っ
て
草
を
食
べ
て
い
る
。
ロ

ッ
ジ
か
ら
は
サ
ハ
マ
の
西
壁
し
か
見
え
な
か
っ
た

が
、
歩
く
ほ
ど
に
、
我
々
の
登
路
と
な
る
サ
ハ
マ
北

西
稜
が
見
え
て
き
た
。
サ
ハ
マ
は
、
予
想
し
て
い
た

以
上
に
手
強
そ
う
な
山
だ
。
ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
は

「
大
丈
夫
、
登
れ
ま
す
よ
。」
と
こ
と
も
な
げ
に
言
う
。

こ
こ
の
間
歇
泉
は
、
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン
の
よ
う
に

水
蒸
気
を
空
高
く
吹
き
上
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
温

泉
の
源
泉
み
た
い
な
も
の
が
、
川
の
横
に
あ
ち
こ
ち

か
ら
涌
き
だ
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
ビ
ク
ー
ニ
ャ

の
群
れ
が
走
る
。
ビ
ク
ー
ニ
ャ
の
肉
は
美
味
で
、
キ

ロ
あ
た
り
四
〇
〇
ボ
リ
ビ
ア
（
約
五
六
〇
〇
円
）
も

す
る
と
い
う
。
リ
ャ
マ
一
頭
と
同
じ
く
ら
い
の
値
だ

そ
う
だ
。

今
日
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
往
復
約
六
時
間
は
、
結
構

楽
し
く
退
屈
し
な
か
っ
た
。
今
日
の
最
高
到
達
点
は
、

高
度
約
四
五
〇
〇
ｍ
。

夕
方
四
時
に
、
私
は
サ
ハ
マ
川
へ
。
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
が
向
こ
う
か
ら
手
を
挙
げ
て
呼
ん
で
い
る
。

A
buelo

Japones

（
日
本
人
の
お
じ
い
さ
ん
）
と
さ

け
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
彼
は
だ
い
ぶ
前
か
ら
き
て
釣

り
は
じ
め
て
い
た
ら
し
い
。
小
さ
な
ニ
ジ
マ
ス
を
手

に
持
っ
て
「
僕
が
釣
っ
た
ん
だ
よ
。
あ
げ
る
か
ら
貰

っ
て
よ
。」
と
私
の
手
に
鱒
を
渡
し
て
く
れ
た
。
私

の
そ
の
日
の
成
果
は
、
一
五
㎝
程
度
の
小
さ
な
鱒
二

匹
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
合
わ
せ

て
合
計
三
匹
。
六
月
二
九
日
に
サ
ハ
マ
峰
か
ら
お
り

て
く
る
か
ら
、
又
会
お
う
ね
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
約

束
を
交
わ
し
た
。

六
月
二
五
日
、
Ｂ
Ｃ
に
上
が
る
日
だ
。
車
で
、
サ

ハ
マ
川
の
上
流
に
沿
っ
て
暫
く
上
が
り
、
車
止
め
ま

で
。
そ
こ
か
ら
は
、
ラ
バ
に
よ
り
、
Ｂ
Ｃ
ま
で
荷
物

を
運
ぶ
。
割
と
傾
斜
の
緩
い
丘
陵
地
帯
の
よ
う
な
な

だ
ら
か
な
登
り
。
サ
ハ
マ
の
西
壁
が
だ
ん
だ
ん
と
大

き
く
な
る
。
リ
ャ
マ
や
ビ
ク
ー
ニ
ャ
の
姿
も
見
ら
れ

る
。
約
三
時
間
と
聞
い
て
い
た
が
、
二
時
間
強
で
Ｂ

Ｃ
へ
。
西
壁
の
真
下
の
だ
だ
ぴ
ろ
い
砂
の
盆
地
が
Ｂ

Ｃ
だ
。
こ
ん
こ
ん
と
湧
く
泉
の
そ
ば
に
、
幕
営
。

正
面
に
サ
ハ
マ
西
壁
が
見
え
る
最
高
の
場
所
だ
。

し
か
し
、
風
が
吹
く
と
砂
が
巻
き
起
こ
り
、
私
た
ち

の
衣
服
は
み
る
み
る
砂
で
真
っ
白
。
テ
ン
ト
の
中
ま

で
砂
だ
ら
け
で
、
そ
の
日
以
来
、
砂
を
か
ん
で
動
か

な
く
な
っ
た
フ
ァ
ス
ナ
ー
と
の
格
闘
が
連
日
つ
づ
い

た
。
最
後
に
は
、
私
の
寝
袋
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
も
壊
れ

て
し
ま
う
始
末
。
サ
ハ
マ
と
は
、Sand

B
each

（
砂

浜
＝
サ
ハ
マ
）
の
意
味
だ
と
の
珍
説
も
出
て
き
た
。

六
月
二
六
日
、
五
七
〇
〇
ｍ
の
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ

（C
am
po
A
lto

）
ま
で
高
度
順
応
の
為
に
日
帰
り
ハ

イ
キ
ン
グ
。
体
調
の
良
く
な
い
宮
川
ふ
み
江
さ
ん
は
、

Ｂ
Ｃ
に
て
休
養
。

ル
ー
ト
は
西
壁
の
下
を
大
き
く
左
の
方
に
巻
い
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て
、
北
西
稜
の
肩
に
で
る
。
Ｂ
Ｃ
の
前
の
、
も
の
す

ご
く
広
い
西
壁
直
下
の
砂
の
広
場
か
ら
な
だ
ら
か
な

丘
陵
を
登
る
と
、
そ
の
上
が
更
に
広
い
台
地
に
な
っ

て
お
り
、
ど
ん
ど
ん
左
に
回
り
こ
ん
で
最
後
に
急
な

斜
面
を
登
る
と
、
北
西
稜
に
突
き
上
げ
る
。
高
野
さ

ん
は
、
約
五
四
〇
〇
ｍ
の
肩
か
ら
引
き
返
す
こ
と
に

な
っ
た
。

肩
か
ら
も
、
北
西
稜
は
全
く
雪
が
つ
い
て
お
ら
ず
、

が
ら
場
の
急
な
斜
面
。
ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
、
宮
川

清
明
さ
ん
、
朝
倉
英
子
さ
ん
と
私
の
四
人
は
、
黙
々

と
登
る
が
、
風
が
出
だ
し
た
。
北
西
稜
の
上
に
大
き

な
岩
壁
が
二
つ
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
が
、
踏
み
跡

は
左
の
方
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
お
り
、
左
側
の
大
き

な
岩
を
回
り
込
ん
で
、
不
安
定
な
ザ
ラ
場
の
急
峻
な

ガ
リ
ー
を
登
る
。
強
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な

り
、
ス
ト
ッ
ク
で
対
風
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
、
一
歩

一
歩
登
る
。
ガ
リ
ー
を
登
り
き
っ
て
少
し
行
く
と
、

急
な
斜
面
を
削
っ
て
作
っ
た
鳥
の
巣
の
よ
う
な
石
組

み
の
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
。
四
〜
五
張
り
は
張
れ
そ
う
。

Ｂ
Ｃ
を
で
て
四
時
間
二
五
分
だ
っ
た
。

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
は
、
し
ば
ら
く
は
ガ
ラ
場

が
つ
づ
い
て
お
り
、
稜
線
に
立
ち
は
だ
か
る
岩
壁
の

手
前
あ
た
り
か
ら
氷
雪
に
な
っ
て
い
る
。
岩
壁
を
右

の
西
壁
側
に
回
り
込
む
よ
う
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、

西
壁
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
七
〇
〜
八
〇
ｍ
登
っ
て
北

西
稜
の
稜
線
に
戻
る
の
が
ル
ー
ト
ら
し
い
。
氷
壁
と

な
っ
た
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
は
か
な
り
手
強
そ
う
。
下
り

は
早
く
、
約
二
時
間
で
Ｂ
Ｃ
に
お
り
た
。

六
月
二
七
日
、
休
養
日
。
Ｂ
Ｃ
の
夜
明
け
は
朝
七

時
頃
。
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
度
前
後
。
川
は
見
事

に
氷
結
し
て
い
る
が
、
泉
は
凍
る
こ
と
な
く
、
こ
ん

こ
ん
と
湧
き
で
て
い
る
。

朝
倉
さ
ん
は
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
登
攀
に
自
信
が

な
い
か
ら
と
、
頂
上
ア
タ
ッ
ク
を
断
念
す
る
と
い
う
。

残
念
だ
が
、
本
人
の
意
志
を
尊
重
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ギ
ア
ー

の
点
検
と
打
合
せ
。
ハ
ビ
エ
ル
は
人
柄
が
素
晴
ら
し

い
五
〇
歳
く
ら
い
の
国
際
ガ
イ
ド
。
し
か
し
、
英
語

は
殆
ど
喋
れ
ず
、
私
の
片
言
の
ス
ペ
イ
ン
語
と
チ
ョ

ボ
チ
ョ
ボ
。
ド
イ
ツ
か
ら
の
登
山
者
が
多
い
ら
し
く
、

ド
イ
ツ
語
は
少
し
は
喋
れ
る
。
彼
と
の
意
志
疎
通
が

う
ま
く
行
か
ず
、
昔
ド
イ
ツ
に
駐
在
さ
れ
て
い
た
高

野
さ
ん
に
、
通
訳
し
て
貰
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。風

が
吹
く
た
び
に
、
砂
煙
が
巻
き
上
が
り
、
テ
ン

ト
の
中
ま
で
砂
だ
ら
け
。
乾
燥
し
て
い
る
た
め
か
、

手
も
ザ
ラ
ザ
ラ
に
荒
れ
て
き
て
、
髪
の
毛
の
中
も
砂

だ
ら
け
。「
緑
の
草
原
の
中
の
テ
ン
ト
地
だ
っ
た
ら
、

申
し
分
な
い
の
だ
け
ど
・
・
・
」
と
誰
か
が
愚
痴
を

こ
ぼ
す
。

コ
ッ
ク
の
ヘ
リ
カ
の
料
理
は
、
な
か
な
か
美
味
し

い
。
日
本
人
好
み
に
、
薄
味
に
し
て
く
れ
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
を
し
て
毎
日
違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
出
て
き

た
。六

月
二
八
日
、
い
よ
い
よ
ア
タ
ッ
ク
に
で
る
べ
く

Ｂ
Ｃ
を
一
〇
時
に
出
発
。
ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
、
そ

し
て
今
日
Ｂ
Ｃ
に
上
が
っ
て
き
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・

ガ
イ
ド
の
地
元
の
マ
リ
オ
、
そ
し
て
宮
川
清
明
さ
ん

と
私
の
四
人
。
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
二
回
目
な
の

で
、
も
う
少
し
早
く
登
れ
る
と
思
っ
た
が
前
回
よ
り
、

僅
か
三
〇
分
ほ
ど
し
か
短
縮
出
来
て
い
な
か
っ
た
。

午
後
四
時
過
ぎ
に
、
早
め
に
夕
食
。
ス
ー
プ
と
ス

パ
ゲ
ッ
テ
イ
。
結
構
美
味
し
か
っ
た
。
ハ
ル
シ
オ
ン

一
錠
を
の
ん
で
、
午
後
五
時
頃
就
寝
。
二
三
時
起
床
。

そ
れ
ほ
ど
寒
く
な
い
。

六
月
二
九
日
、
〇
時
過
ぎ
に
朝
食
。
テ
ル
モ
ス
に

紅
茶
を
詰
め
て
貰
い
、
一
時
〇
五
分
出
発
。
三
〇
分

ほ
ど
、
ガ
ラ
場
を
登
り
、
雪
が
出
始
め
た
と
こ
ろ
で

ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
。
阪
本
と
ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
、

宮
川
さ
ん
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ガ
イ
ド
の
マ
リ
オ
が

ア
ン
ザ
イ
レ
ン
。
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ
ア
ス
で
雪
稜
を
三

〇
分
ほ
ど
登
り
、
サ
ハ
マ
西
壁
の
方
へ
右
へ
氷
壁
を

ト
ラ
バ
ー
ス
。
傾
斜
四
〇
〜
四
五
度
く
ら
い
の
ク
ー

ロ
ワ
ー
ル
を
、
ガ
イ
ド
の
ハ
ビ
エ
ル
が
、
ア
イ
ス
・

ス
ク
リ
ュ
ー
と
ス
ノ
ー
バ
ー
で
ア
ン
カ
ー
を
と
り
、

五
〇
ｍ
ロ
ー
プ
で
二
ピ
ッ
チ
で
登
り
切
る
。
セ
カ
ン

ド
の
阪
本
は
、
ダ
ブ
ル
・
ア
ッ
ク
ス
で
あ
え
ぎ
な
が

ら
フ
ォ
ロ
ー
。
傾
斜
が
き
つ
い
の
で
、
息
が
あ
が
る
。

宮
川
さ
ん
と
マ
リ
オ
は
、
別
の
ロ
ー
プ
で
後
続
。

ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
終
え
て
稜
線
に
で
る
も
、
厳
し

い
岩
稜
が
つ
づ
き
、
引
き
続
き
ス
タ
カ
ッ
ト
で
三
ピ

ッ
チ
。
暗
や
み
の
中
を
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
で
登
攀
し
て

い
る
が
、
意
外
と
時
間
が
ど
ん
ど
ん
た
っ
て
ゆ
く
よ

う
だ
。
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ
ア
ス
で
歩
け
る
、
傾
斜
の
や

や
緩
く
な
っ
た
雪
面
に
で
た
の
が
朝
四
時
半
〜
五
時

頃
（
高
度
は
多
分
六
一
〇
〇
ｍ
前
後
）。

こ
の
頃
よ
り
、
私
の
腹
の
調
子
が
非
常
に
悪
く
な

り
、
二
度
も
大
便
（
強
烈
な
下
痢
）。
傾
斜
の
や
や

緩
く
な
っ
た
安
全
な
場
所
が
出
て
く
る
ま
で
辛
抱
し

て
、
ハ
ー
ネ
ス
を
は
ず
し
メ
イ
ン
・
ロ
ー
プ
も
ほ
ど

い
て
用
便
を
す
ま
せ
、
又
ハ
ー
ネ
ス
と
ロ
ー
プ
を
セ

ッ
ト
す
る
の
は
一
仕
事
だ
っ
た
。
こ
の
間
に
、
宮
川

パ
ー
テ
イ
に
、
先
に
行
っ
て
貰
う
。

歩
き
に
く
い
ペ
ニ
テ
ン
ト
の
広
い
斜
面
が
つ
づ

き
、
そ
の
向
こ
う
に
頂
上
へ
の
雪
面
が
見
え
る
。
こ

こ
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
危
険
な
箇
所
も
な
く
、
広
い
斜
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面
を
し
ゃ
に
む
に
歩
く
の
み
と
思
う
も
、
私
の
ペ
ー

ス
は
極
端
に
落
ち
、
亀
の
よ
う
に
遅
い
。
ガ
イ
ド
の

ハ
ビ
エ
ル
に
何
度
か
ロ
ー
プ
で
引
っ
ぱ
ら
れ
る
が
、

「
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
」
と
一
息
入
れ
な
い
と
足
が
前

へ
出
な
い
。
宮
川
パ
ー
テ
イ
は
、
ペ
ニ
テ
ン
ト
の
斜

面
の
だ
い
ぶ
上
ま
で
行
っ
て
い
る
。
三
〇
分
ぐ
ら
い

の
差
が
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

六
三
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
地
点
で
、
嘔
吐
。

時
間
は
七
時
二
〇
分
だ
っ
た
。
頂
上
ま
で
後
ど
の
く

ら
い
か
ハ
ビ
エ
ル
に
訊
く
。「
最
低
三
時
間
く
ら
い
」

と
の
返
事
。

宮
川
さ
ん
と
は
、
熟
年
登
山
者
の
安
全
登
山
・
安

全
下
山
の
為
に
「
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
は
一
〇
時
に

し
ま
し
よ
う
。」
と
取
り
決
め
て
い
た
。
宮
川
さ
ん

と
無
線
で
交
信
。「
宮
川
さ
ん
、
私
の
調
子
は
悪
い

の
で
、
と
て
も
一
〇
時
ま
で
に
は
ピ
ー
ク
に
は
行
け

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
断
念
し
ま
す
。
宮
川

さ
ん
は
、
一
〇
時
を
期
限
に
、
登
頂
を
目
指
し
て
下

さ
い
。
し
ん
ど
い
で
し
ょ
う
が
、
頑
張
っ
て
、
よ
ろ

し
く
。」
と
伝
え
た
。

「
了
解
」
と
の
宮
川
さ
ん
の
返
答
。
宮
川
さ
ん
は

私
よ
り
三
〇
分
以
上
も
先
行
し
て
い
る
し
、
高
所
に

強
い
彼
の
こ
と
な
ら
、
き
っ
と
頂
上
に
立
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

頂
上
を
目
前
に
し
て
撤
退
す
る
こ
と
は
非
常
に
残

念
だ
が
、
家
内
と
約
束
し
た
「
安
全
登
山
」
を
潔
く

実
行
す
る
こ
と
に
何
か
し
ら
爽
や
か
な
気
持
ち
に
な

る
。
も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
た
ら
良
い
の
に
と
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
ハ
ビ
エ
ル
は
怪
訝
な
顔
を
し

て
い
る
。

「
ハ
ビ
エ
ル
、
降
り
よ
う
。」
と
う
な
が
す
。
で
も
、

下
山
で
も
足
は
重
い
。
途
中
何
度
か
、
嘔
吐
。
岩
稜

の
あ
た
り
で
眠
く
な
り
、
座
り
込
ん
で
ウ
ト
ウ
ト
。

「
こ
ん
な
と
こ
で
寝
込
ん
だ
ら
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の

氷
壁
は
降
り
ら
れ
な
い
ぞ
。」
と
ガ
イ
ド
に
尻
を
た

た
か
れ
、
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
っ
て
急
傾
斜
の
氷
壁
を
降

り
る
。
怖
い
と
言
う
感
覚
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
私

が
ス
リ
ッ
プ
す
れ
ば
、
西
壁
の
下
の
Ｂ
Ｃ
ま
で
標
高

差
一
一
〇
〇
ｍ
以
上
、
二
人
と
も
滑
落
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
。

五
七
〇
〇
ｍ
の
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
着
い
た
の
は
一

二
時
前
。
強
烈
に
咳
き
込
ん
で
、
何
度
も
痰
を
吐
い

た
。
頂
上
直
下
で
登
頂
を
断
念
し
た
の
は
大
変
残
念

だ
っ
た
が
、
私
自
身
は
典
型
的
な
高
度
障
害
の
兆
候

だ
と
判
断
し
て
い
た
の
で
、
登
頂
を
断
念
し
撤
退
を

決
断
し
た
自
分
の
判
断
は
、
正
し
か
っ
た
と
今
も
思

っ
て
い
る
。

宮
川
さ
ん
は
九
時
五
五
分
に
見
事
に
サ
ハ
マ
頂
上

に
登
頂
、
午
後
二
時
に
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
帰
着
。

「
お
め
で
と
う
」
と
、
宮
川
さ
ん
と
ガ
ッ
チ
リ
握
手
。

宮
川
さ
ん
は
、
さ
す
が
に
強
い
。

テ
ン
ト
を
撤
収
し
、
宮
川
さ
ん
と
そ
ろ
っ
て
Ｂ
Ｃ

に
一
六
時
三
〇
分
に
無
事
下
山
。
出
迎
え
て
く
れ
た

仲
間
と
抱
き
合
っ
て
、
登
頂
の
感
激
に
浸
っ
た
。

六
月
三
〇
日
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
、
サ
ハ
マ
村
へ
下

山
。
砂
に
悩
ま
さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
だ
っ
た
が
、
去
り
が
た

い
気
持
ち
に
な
る
。
振
り
返
り
ふ
り
返
り
サ
ハ
マ
西

壁
を
眺
め
、
な
ご
り
を
惜
し
ん
だ
。

午
後
、
サ
ハ
マ
川
の
ほ
と
り
に
あ
るH

ot
Spring

ま
で
汗
を
流
し
に
行
く
。
少
し
ぬ
る
め
だ
が
、
正
面

に
サ
ハ
マ
峰
が
見
え
る
、
最
高
の
野
天
風
呂
。
勿
論
、

脱
衣
場
も
な
に
も
な
い
、
全
く
素
朴
な
天
然
の
野
天

風
呂
。
苦
労
し
た
サ
ハ
マ
峰
六
五
四
二
ｍ
を
仰
ぎ
み

つ
つ
、
缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
旅
の
喜
び
を
か
み
し
め

る
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

も
う
一
日
サ
ハ
マ
村
に
滞
在
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
ゆ
っ
く
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
い
と
の
意
見
が

多
数
で
、
明
日
ラ
パ
ス
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
一
日
、
サ
ハ
マ
村
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
ラ
パ

ス
へ
。
出
発
前
に
、
ロ
ッ
ジ
に
黒
い
毛
糸
の
帽
子
を

か
ぶ
り
、
水
色
の
セ
ー
タ
ー
を
着
た
少
年
が
訪
ね
て

き
た
。
以
前
会
っ
た
時
と
違
う
色
の
服
を
着
て
い
た

の
で
す
ぐ
に
解
ら
な
か
っ
た
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
。

私
も
紺
の
厚
手
の
羽
毛
服
を
着
て
い
た
の
で
、
彼
も

す
ぐ
に
私
と
気
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。「
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
？
」
と
尋
ね
る
と
、
ニ
コ
リ
と
う
な
ず
く
。

昨
日
の
夕
方
サ
ハ
マ
川
で
再
会
し
よ
う
と
約
束
し
て

い
た
が
、
温
泉
に
行
っ
て
い
て
約
束
を
果
た
せ
な
か

っ
た
。
約
束
の
時
間
に
来
な
い
私
が
、
山
で
遭
難
で

も
し
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
、
八
歳
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
が
ロ
ッ
ジ
に
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
よ

う
だ
。
本
当
に
愛
し
い
子
供
だ
。「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、

有
り
難
う
。」
を
思
わ
ず
彼
を
抱
き
し
め
、
頬
ず
り
。

記
念
の
写
真
を
撮
っ
て
、
お
や
つ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

「
ム
ー
チ
ャ
ス
・
グ
ラ
シ
ャ
ス
」
と
ニ
コ
ッ
と
笑
っ

た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
切
り
替
え
ギ
ア
ー
の
つ
い
た

マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
。

何
年
か
後
に
、
ボ
リ
ビ
ア
の
孫
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」

に
再
会
す
る
機
会
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？

六
、
エ
ピ
ロ
ー
グ

今
回
の
山
旅
で
は
、
高
度
順
応
は
非
常
に
ス
ム
ー

ス
に
巧
く
い
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
又
、
私
自

身
の
体
調
も
非
常
に
良
か
っ
た
。
な
ぜ
、
頂
上
ア
タ

ッ
ク
の
日
に
突
然
調
子
が
悪
く
な
っ
た
の
か
解
ら
な

い
。
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
あ
が
る
前
日
の
夕
食
に
、
チ
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ボリビア・アンデスの山旅、日程等

2005年
月 日 曜日 行 程 宿 泊 場 所

1 6 10 金 伊丹／08:40‐成田／09:50 JL3002 
成田／18:10‐ダラス／15:35 AA060 
ダラス／17:23‐マイアミ／21:15 AA905 マイアミ宿泊

2 11 土 マイアミ／23:20 AA922 機中泊
3 12 日 サンタクルス／06:30 AA922、サンタクルス／8:20‐ラパス／9:20 Lloyd ラパス 3,650 m（一番ホテル）
4 13 月 ラパス‐コロイコ コロイコ　1,730 m（Viejo Molino Hotel）
5 14 火 コロイコ‐ラパス ラパス　3,650 m（一番ホテル）
6 15 水 市内観光（市場、サンフランシスコ寺院、博物館、月の谷） ラパス　3,650 m（一番ホテル）
7 16 木 市内観光（徒歩） ラパス　3,650 m（一番ホテル）
7 17 金 テイワナク遺跡見学 ラパス　3,650 m（一番ホテル）
8 18 土 ラパス‐コパカバナ（Copacabana） コパカバナ　3,890 m（Hotel Gloria）
9 19 日 チチカカ湖の太陽の島ハイキング（4,200 mの尾根、６時間） コバカバナ　3,890 m（Hotel Gloria）
10 20 月 コバカバナ‐ラパス ラパス　3,650 m（一番ホテル）
11 21 火 ラパス‐チャカルタヤ　5,395 m‐ラパス ラパス　3,650 m（一番ホテル）
12 22 水 休養 ラパス　3,650 m（一番ホテル）
13 23 木 ラパス‐サハマ サハマ　4200 m
14 24 金 サハマ‐間欠泉　4,500 m‐サハマ（約６時間のハイキング） サハマ　4200 m
15 25 土 サハマ‐Campo Base BC 4700 m
16 26 日 BC‐Campo Alto 5,700 m‐BC BC 4700 m
17 27 月 Rest day BC 4700 m
18 28 火 BC‐Campo Alto 5,700 m 高所キャンプ　5,700 m
19 29 水 Campo Alto‐Sajama 6,542 m‐Campo Alto‐BC BC 4,700 m
20 30 木 BC‐サハマ村‐Hot spring‐サハマ村 サハマ　4200 m
22 7 1 金 サハマ‐ラパス ラパス　3,650 m（一番ホテル）
23 2 土 ラパス市内観光と買い物 ラパス　3,650 m（一番ホテル）
24 3 日 ラパス市内観光と買い物 ラパス　3,650 m（一番ホテル）
25 4 月 ラパス／6:38‐マイアミ／15:33 AA922 マイアミ宿泊
26 5 火 マイアミ／09:10‐ダラス／11:04 AA523 

ダラス／11:55 AA061 機中泊
27 6 水 成田／15:05 AA061 

成田／17:55‐伊丹／19:10 JL3007 

1）Ichiban Hotel
Av. Landaeta 730, Eduardo Berdeciao, Alto San Pedro, Bolivia
Tel：248-7091（日本から0033-010-591-2-248-7091）
Fax：247-7222（日本から0033-010-591-2-247-7222）
Email：kentngm@acelerate.com
登山情報に詳しい南雲さんの経営するホテル、ソポチカ地区に有り。

2）Embajada del Japan（日本大使館）Calle Rosendo Gutierrez 497, Sanchez Lima, La Paz
Tel：241-9110，241-9111，241-9112，241-9113

3）Sociedad Japonesa de La Paz（日本人会館）
Batallon Colorados esq. Federico Zuazo, La Paz
Tel：235-2294

4）旅行代理店：
Colibri Srl
Mr. Oscar Sainz
Alberto Ostria／Juan Manuel Caceres No 1891 4to PISO 4B
Tel：00 591 2 2423246
Fax：00 591 2 2423247
Casilla Correo：7456 La Paz, Bolivia
E-mail：acolibri@ceibo.entelnet.bo

5）Hloliday Inn Miami International Airport North：
1111 S. Royal Poinciana Blvd., Miami Springs, FL 33166, USA
Tel：305-8851941，Fax：305-8834744
マイアミ国際空港の北東2 km、空港より２４時間フリーシャトル有り。



キ
ン
の
油
料
理
と
、
バ
ナ
ナ
の
油
で
揚
げ
た
デ
ザ
ー

ト
が
で
た
。
夜
中
に
随
分
と
胸
や
け
が
し
た
の
で
、

消
化
剤
を
飲
ん
だ
。
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
へ
出
発
の
朝
、

ク
シ
ャ
ミ
が
で
て
鼻
水
が
出
て
き
た
の
で
、
風
邪
薬

を
飲
ん
だ
。
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
、
翌
早
朝
の
ア
タ
ッ

ク
に
備
え
て
、
夕
方
早
く
就
寝
す
る
た
め
に
ハ
ル
シ

オ
ン
を
の
ん
だ
。
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
の
夕
食
、
朝
食

は
通
常
通
り
美
味
し
く
食
べ
た
。

今
回
の
私
の
急
激
な
体
調
異
常
は
、
薬
と
何
か
関

係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
単
に
消
化
不

良
乃
至
は
胃
腸
障
害
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
下
痢
、
嘔

吐
、
咳
、
痰
な
ど
の
症
状
か
ら
判
断
し
て
、
高
度
障

害
の
兆
候
と
私
は
判
断
し
た
の
だ
が
・
・
・
。

今
回
の
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
登
山
に
備
え
て
、

昨
年
夏
か
ら
、
相
当
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
年
齢
に
よ

る
体
力
の
衰
え
は
隠
し
え
ず
、
そ
れ
が
基
本
的
原
因

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。

今
回
の
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
山
旅
で
は
、
ラ
パ

ス
一
番
ホ
テ
ル
の
南
雲
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
。
奥
様
、
お
嬢
様
、
御
子
息
と
一
家
あ
げ
て
の

家
族
的
な
心
暖
ま
る
ご
親
切
な
ア
テ
ン
ド
で
、
我
が

家
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
ラ
パ
ス
で
の
滞
在
を
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。
今
後
ラ
パ
ス
に
行
か
れ
る
方
に
は
、
安

心
し
て
気
持
ち
よ
く
泊
ま
れ
る
「
一
番
ホ
テ
ル
」
を

是
非
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
強
く
お
奨
め
し
た
い
。以

上

第
九
回
「
岡
山
の
山
を
登
る
会
」

（
駒
の
尾
山
・
船
木
山
・
後
山
の
山
行
記
録
）

潮
崎
　
安
弘

今
年
の
岡
山
の
山
を
登
る
会
は
、
去
る
一
〇
月
二

九
及
び
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
九
七
年

岡
山
の
名
峰
那
岐
山
の
山
行
か
ら
始
ま
り
当
初
は
日

帰
り
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で
は
麓
の
温
泉
に
泊
る
二

日
の
行
程
、
参
加
者
も
毎
年
二
〇
名
以
上
の
盛
況
な

山
登
り
と
語
ら
い
の
会
に
成
長
し
た
。
そ
の
頃
の
状

況
は
〇
一
年
一
月
発
行
本
誌
の
「
第
四
回
岡
山
の
山

を
登
る
会
―
川
崎
徹
」
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
年
一
回
の
開
催
で
今
年
は
数
え
て
第
九

回
、
参
加
者
は
等
し
く
五
歳
年
上
の
高
齢
と
な
っ
た

の
で
、
今
年
の
計
画
で
は
次
の
点
に
留
意
し
た
。

・
い
ず
れ
、
老
齢
化
で
車
の
長
距
離
運
転
は
避
け
る

べ
し
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
岡
山
へ
の
行
帰
り
は
原

則
公
共
交
通
機
関
利
用
と
し
て
最
寄
の
駅
に
集
合
。

山
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
地
元
で
専
用
バ
ス
を
調
達
す

る
。

・
こ
れ
に
伴
っ
て
下
山
は
入
山
と
同
一
場
所
で
あ
る

必
要
が
な
く
な
る
の
で
、
縦
走
形
式
を
採
用
す
る
。

・
参
加
者
夫
々
の
体
力
に
応
じ
て
緩
い
本
計
画
と
余

力
が
あ
る
人
の
た
め
の
オ
プ
シ
ョ
ン
計
画
を
用
意
。

挑
む
山
は
、
兵
庫
県
と
の
県
境
に
連
な
る
駒
の
尾

山
（
一
二
八
一
米
）
か
ら
船
木
山
（
一
三
三
四
米
）

を
縦
走
、
オ
プ
シ
ョ
ン
計
画
と
し
て
は
船
木
山
か
ら

後
山
（
一
三
四
五
米
）
の
往
復
と
し
た
。

か
く
し
て
恒
例
一
〇
月
最
終
の
週
末
、
斎
藤
惇

生
・
中
島
道
郎
・
井
上
潤
・
寺
本
巖
・
平
井
一
正
・

青
野
敏
幸
夫
妻
・
酒
井
敏
明
・
左
右
田
健
次
・
松
井

敦
男
・
藪
内
卓
男
夫
妻
・
新
井
浩
夫
妻
・
内
山
敬

康
・
川
崎
徹
夫
妻
・
高
村
泰
樹
・
川
嶋
眞
生
・
潮
崎

安
弘
・
高
野
昭
吾
・
井
関
祥
浩
・
宝
田
克
男
・
野
村

悦
夫
・
福
嶌
義
宏
（
敬
称
略
、
以
下
同
じ
）、
計
二

五
名
の
参
加
を
え
て
、
山
行
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

以
下
は
そ
の
山
行
記
録
で
あ
る
。

一
〇
月
二
九
日
、
朝
か
ら
の
雨
も
小
止
み
に
な
っ

た
午
前
一
一
時
四
〇
分
、
大
部
分
の
人
が
乗
る
特
急

白
兎
が
遅
延
の
た
め
四
〇
分
遅
れ
で
、
智
頭
急
行

（
Ｊ
Ｒ
山
陽
線
上
郡
と
因
美
線
智
頭
を
結
ぶ
三
セ
ク

線
）
大
原
駅
に
全
員
集
合
。
直
ち
に
現
地
調
達
の
専

用
バ
ス
で
若
杉
原
生
林
登
山
口
に
急
行
し
た
。
第
一

日
は
足
馴
ら
し
の
た
め
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
の
約
三

時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
地
は
樹
齢
三

〇
〇
年
近
い
ぶ
な
・
楢
・
楓
・
橡
・
杉
な
ど
、
植
林

を
入
れ
な

い
保
存
原

生
林
で
、

林
間
に
作

ら
れ
た
遊

歩
道
を
歩

き
つ
つ
会

話
と
森
林

浴
を
楽
し

む
事
が
出

来
た
。
午

後
三
時
半

に
は
登
山

口
に
帰

着
。
帰
り
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道
、
古
代
製
鉄
に
造
詣
の
深
い
川
崎
の
案
内
で
タ
タ

ラ
遺
跡
と
天
野
屋
利
兵
衛
隠
住
跡
を
見
学
、
四
時
半

に
は
今
夜
の
宿
場
の
粟
倉
温
泉
「
あ
わ
く
ら
荘
」
に
。

入
浴
後
は
斎
藤
Ｙ
さ
ん
の
挨
拶
に
よ
り
夕
食
開
始
。

そ
の
後
は
例
に
よ
っ
て
川
崎
持
参
の
赤
穂
名
産
し
ゃ

こ
を
肴
に
酒
盛
り
が
深
夜
ま
で
続
き
、
井
関
、
野
村

の
元
鉄
屋
に
川
崎
が
加
わ
っ
て
の
鉄
談
義
や
、
本
誌

に
掲
載
中
の
平
井
に
よ
る
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
人
物
抄
が
今
年

の
特
別
な
話
題
で
あ
っ
た
。

一
〇
月
三
〇
日
は
予
想
通
り
朝
か
ら
晴
れ
、
午
前

八
時
半
バ
ス
で
宿
を
出
発
し
駒
の
尾
山
登
山
口
着
は

九
時
。
折
か
ら
色
付
き
始
め
た
林
間
の
坂
道
を
、
カ

サ
カ
サ
と
落
葉
の
音
を
立
て
つ
つ
歩
く
風
情
は
秋
そ

の
も
の
で
あ
る
。
緩
や
か
な
尾
根
道
を
た
ど
る
内
に
、

一
〇
時
半
頂
上
に
到
着
。
全
員
で
記
念
撮
影
の
後
、

後
山
ま
で
歩
く
組
が
先
発
し
た
。
早
歩
き
で
一
一
時

過
ぎ
船
木
山
通
過
。
後
発
隊
は
県
境
尾
根
を
の
ん
び

り
歩
い
た
が
船
木
山
着
で
は
僅
か
一
〇
分
の
遅
れ
、

そ
れ
で
は
と
薮
内
と
ご
夫
人
三
名
が
後
山
へ
と
先
発

隊
を
追
い
駆
け
た
。
先
発
隊
は
後
山
山
頂
一
二
時
着
、

後
発
の
追
い
駆
け
組
も
追
い
付
い
て
全
員
一
六
名
で

岡
山
県
の
最
高
峰
、
後
山
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
。

船
木
山
に
戻
り
後
発
隊
と
合
流
、
昼
食
を
終
え
た
も

の
か
ら
二
組
に
分
か
れ
て
下
山
。
急
な
坂
道
に
膝
の

負
担
に
耐
え
つ
つ
、
午
後
一
時
半
過
ぎ
に
は
全
員
下

山
、
出
迎
え
た
バ
ス
で
再
び
「
あ
わ
く
ら
荘
」
へ
帰

り
つ
い
た
。
温
泉
で
汗
を
流
し
た
後
、
解
散
前
の
ビ

ー
ル
の
乾
杯
。
こ
れ
も
公
共
交
通
機
関
利
用
の
余
得

か
。
予
定
の
コ
ー
ス
を
踏
破
し
た
満
足
感
に
座
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
に
中
島
ド
ク
タ
ー
か
ら
、

「
六
五
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
山
中
で
の
転
倒
防
止
の
た

め
ス
ト
ッ
ク
は
二
本
使
用
を
推
奨
」
と
の
ご
発
言
を

最
後
に
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

な
お
九
一
年
一
月
梅
里
雪
山
で
遭
難
し
た
会
員
船

原
尚
武
く
ん
の
ご
両
親
が
今
回
の
集
合
場
所
で
あ
る

大
原
に
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
の
で
、
全
員
が
集
合
す

る
時
間
ま
で
に
斎
藤
他
関
係
者
が
実
家
に
お
参
り
す

る
と
共
に
ご
両
親
を
お
慰
め
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と

が
出
来
た
事
、
我
々
か
ら
も
心
ば
か
り
の
お
供
え
を

と
ど
け
て
貰
っ
た
事
、
翌
日
解
散
後
も
平
井
他
が
再

度
訪
問
、
そ
の
日
が
奇
し
く
も
尚
武
く
ん
の
誕
生
日

で
あ
っ
た
事
を
付
記
す
る
。

さ
て
皆
さ
ん
、
現
在
の
こ
の
会
の
世
話
役
は
寺
本

幹
事
長
を
中
心
と
し
て
川
崎
・
高
村
・
潮
崎
が
当
っ

て
い
ま
す
。
来
年
も
一
〇
月
に
第
一
〇
回
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
ご
案
内
な
ど
メ
ー
ル
を
ご
希

望
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
ご
連
絡
先
ア
ド
レ
ス
を
寺
本

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
多
数
の
新
た
な
ご
参
加
を

歓
迎
致
し
ま
す
。

寺
本
連
絡
先
　teram

oto@
c.oka-pu.ac.jp

二
〇
〇
五
、
一
〇
、
一
四
　
潮
崎
記

日
本
山
岳
協
会
・
山
岳
共
済

（
一
般
共
済
）
の
案
内

（
事
務
局
　
吹
田
啓
一
郎
）

日
本
山
岳
協
会
が
実
施
す
る
山
岳
遭
難
共
済
制
度

へ
の
次
年
度
の
加
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
案
内

で
す
。
山
行
中
の
疾
病
が
原
因
の
遭
難
捜
索
費
用
も

原
則
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
外
の
点
は
本
年
度
と
同
じ
で
す
。
加

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次

の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。
山
岳
共
済
の

条
件
と
し
て
加
入
者
は
所

属
山
岳
会
へ
登
山
計
画
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
山
岳
共
済
の
種
類

国
内
山
行
を
対
象
に
五

種
類
の
基
本
タ
イ
プ
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

入
院
・
通
院
補
償
と
海
外

山
岳
共
済
の
二
種
類
の
追

加
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。

（
一
）
基
本
タ
イ
プ
の
保

険
金
額
と
会
費
は
次
の

五
種
類
で
す
。

（
二
）
入
院
・
通
院
補
償

会
費
は
四
〇
〇
〇
円
の
追
加
で
す
。
保
険
金
額

は
一
日
に
つ
き
入
院
三
三
〇
〇
円
、
通
院
一
〇
〇

〇
円
で
す
。

（
三
）
海
外
山
岳
共
済

会
費
は
一
〇
〇
〇
〇
円
の
追
加
で
す
。
保
険
金

額
は
死
亡
後
遺
障
害
一
〇
〇
万
円
、
救
援
者
費
用

五
〇
〇
万
円
、
個
人
賠
償
責
任
一
億
円
で
す
。

（
四
）
期
間
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
一
日

午
後
四
時
ま
で
で
す
。
中
途
加
入
の
場
合
も
払
込

日
の
翌
日
か
ら
次
の
四
月
一
日
午
後
四
時
ま
で

で
、
会
費
の
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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 タイプ 会費（年額） 死亡・後遺障害 遭難捜索費用 個人賠償責任 

 Ａ 5,500円 180万円 200万円 なし 

 Ｂ 6,200円 200万円 200万円 1億円 

 Ｃ 8,000円 300万円 250万円 1億円 

 Ｄ 11,000円 400万円 350万円 1億円 

 Ｅ 18,000円 1,000万円 500万円 1億円 



二
、
加
入
の
手
続
き

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
事
項
を
明
記
し
た

加
入
申
込
書
を
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
指
定
す
る
山
岳
共
済

担
当
者
（
堀
内
潭
様
）
に
提
出
し
、
指
定
の
銀
行
口

座
に
会
費
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
一
）
加
入
申
込
書
に
は
次
の
八
項
目
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
（
書
式
自
由
）。

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

②
生
年
月
日

③
郵
便
番
号
と
住
所
（
フ
リ
ガ
ナ
）

④
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑤
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
（
あ
る
場
合
）

⑥
職
業

⑦
加
入
タ
イ
プ
（
Ａ
〜
Ｅ
）
と
入
院
・
通
院
補
償
、

海
外
山
岳
共
済
の
追
加
希
望

⑧
他
の
山
岳
保
険
の
加
入
状
況
（
一
般
的
な
生
命

保
険
は
含
ま
ず
）

担
当
者
の
連
絡
先
は
次
の
通
り
で
す
。
で
き
る
だ

け
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い
。

（
二
）
会
費
の
振
込
口
座
（
申
込
み
と
同
時
に
振
り

込
ん
で
く
だ
さ
い
）

（
三
）
担
当
者
が
山
岳
共
済
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
加
入

申
込
み
と
会
費
の
振
込
み
を
行
い
ま
す
。
こ
の
振

込
日
の
翌
日
か
ら
保
険
は
有
効
で
す
。
振
込
の
翌

月
に
日
本
山
岳
協
会
よ
り
一
般
共
済
会
員
証
が
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｋ
担
当
者
に
送
付
さ
れ
て
く
る
の
で
、
担
当

者
か
ら
本
人
に
回
送
し
ま
す
。

三
月
一
五
日
ま
で
に
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
担
当
者
へ
申
込
み

と
会
費
振
込
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
四
月
一
日
か

ら
有
効
と
な
る
よ
う
に
手
続
き
し
ま
す
。

三
、
加
入
者
の
山
行
・
登
山
計
画
書
の
提
出

加
入
者
は
山
行
時
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ

い
。

（
一
）
山
岳
共
済
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
日
帰
り

ハ
イ
キ
ン
グ
以
外
の
す
べ
て
の
山
行
（
沢
歩
き
、

岩
登
り
、
積
雪
期
の
登
山
、
及
び
す
べ
て
の
泊
ま

り
が
け
の
山
行
）
で
登
山
計
画
書
を
提
出
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

（
二
）
登
山
計
画
書
に
は
次
の
事
項
を
記
入
し
て
下

さ
い
。

登
山
目
的
、
日
程
、
ル
ー
ト
、
メ
ン
バ
ー
の
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
、
留
守
本
部
、
最

終
下
山
日
、
共
同
及
び
個
人
装
備
、
食
料
（
実

働
・
予
備
日
明
記
）

（
三
）
登
山
計
画
書
の
提
出
先
は
阪
本
様
で
す
。
で

き
る
限
り
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
で
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル

を
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て

へ
お
送

り
下
さ
い
。
で
き
な
い
場
合
は
、
左
記
の
自
宅
へ

郵
送
し
て
下
さ
い
。

（
四
）
下
山
後
、
阪
本
様
へ
速
や
か
に
電
話
や
メ
ー

ル
で
下
山
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
五
）
阪
本
様
が
担
当
す
る
の
は
登
山
計
画
書
の
と

り
ま
と
め
で
、
留
守
本
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
留

守
本
部
は
必
ず
山
行
計
画
者
が
自
己
の
責
任
で
定

め
て
く
だ
さ
い
。
万
一
の
事
故
発
生
の
時
の
捜
索

救
援
体
制
も
、
山
行
計
画
者
が
事
前
に
検
討
し
て

お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ

い
。

（
六
）
登
山
計
画
書
を
提
出
し
な
い
方
は
次
年
度
の

加
入
を
お
断
り
し
ま
す
。

（
七
）
山
岳
共
済
に
関
す
る
疑
問
点
や
、
更
に
詳
し

い
説
明
が
必
要
な
場
合
は
、
担
当
の
堀
内
様
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
本
山
岳
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
説
明
が
あ
り
ま
す
。

http://w
w
w
.jm
a-sangaku.or.jp/insurance

/index.htm
l

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
海
外
登
山
・
探
検

助
成
制
度
の
案
内

（
事
務
局
　
吹
田
啓
一
郎
）

今
年
度
か
ら
会
員
個
人
の
海
外
登
山
や
探
検
的
な

活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
始
め
た
助
成
制
度
の
来
年

度
の
計
画
募
集
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
海
外
登

山
・
探
検
を
計
画
さ
れ
て
い
る
会
員
に
は
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限
は
二
〇
〇
六
年
一
月
末

日
で
す
。

一
、
申
請
方
法

下
記
の
事
項
（
申
請
時
の
予
定
で
構
い
ま
せ
ん
）

を
記
し
た
会
長
（
木
村
雅
昭
）
宛
の
申
請
書
（
Ａ
４
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紙
に
五
枚
以
内
）
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
送
り
先

は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
事
務
局
長
宛
に
郵
送
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｄ

Ｆ
を
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
送
り
先

（
一
）
隊
ま
た
は
計
画
の
名
称

（
二
）
申
請
会
員
名
と
連
絡
先
、
Ｅ
メ
ー
ル
等

（
三
）
隊
の
構
成
（
氏
名
、
年
齢
、
所
属
山
岳
会
）

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会
員
外
の
参
加
も
認
め
ま
す

（
四
）
対
象
国
・
山
域
・
地
域

（
五
）
概
略
の
ル
ー
ト
と
日
程

（
六
）
予
算

（
七
）
隊
の
特
徴
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
（
計
画
の
目

的
・
意
義
と
対
象
地
域
・
活
動
内
容
、
準
備
状
況
、

隊
員
構
成
の
関
係
な
ど
）

（
八
）
助
成
金
の
振
込
先
（
銀
行
名
、
名
義
、
口
座

番
号
等
）

二
、
海
外
登
山
・
探
検
助
成
制
度
　
運
用
規
程

第
一
条
　
海
外
登
山
・
探
検
助
成
制
度
（
以
下
、
助

成
と
称
す
）
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
い
し
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
の
あ
る
海
外
登
山
や
探
検
的
活
動
の
助
成
を

目
的
と
す
る
。

第
二
条
　
助
成
の
対
象
は
本
会
会
員
が
主
催
す
る
計

画
と
し
、
申
請
者
は
本
会
会
員
に
限
る
。
助
成
に
際

し
て
は
審
査
委
員
会
の
審
議
に
基
づ
き
、
理
事
会
が

決
定
す
る
。

第
三
条
　
審
査
委
員
は
理
事
会
で
選
出
す
る
。
委
員

の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
条
　
助
成
金
額
は
一
件
一
〇
万
円
を
原
則
と

し
、
年
間
三
〇
万
円
を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
理
事

会
が
認
め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
条
　
本
規
程
は
二
〇
〇
五
年
五
月
一
五
日
の
総

会
の
承
認
を
得
て
施
行
す
る
。

申
し
合
わ
せ
事
項

（
一
）
助
成
の
決
定
は
原
則
と
し
て
年
一
回
三
月
に

行
い
、
予
算
に
余
裕
が
あ
れ
ば
九
月
に
も
行
う
。

（
二
）
助
成
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
会
長
宛
に

文
書
に
よ
り
申
請
し
、
事
後
三
ヶ
月
以
内
に
報
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
報
告
書
は
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
。

（
三
）
一
計
画
に
つ
き
一
申
請
だ
け
受
け
付
け
る
。

（
文
責：

事
務
局
　
吹
田
啓
一
郎
）

訂
正
N
ew
sletter

N
o.36

巻
頭
三
頁
下
段
後
よ
り
九
行

目
　
隊
員
名
の
記
載
中
、
平
井
一
正
隊
員
の
お
名
前

が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

東
チ
ベ
ッ
ト
横
断
山
脈
の
未
踏
の
峻
峰
が
次
々
と

登
頂
さ
れ
て
い
る
と
、
横
断
山
脈
研
究
会
々
長
中
村

保
氏
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
で
知
る
。
東
チ
ベ
ッ
ト
の
マ

ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
と
呼
ば
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
よ

り
は
る
か
に
急
峻
な
難
峰
「
カ
ジ
ャ
チ
ョ
六
四
四
七

ｍ
」
が
、
英
国
のM

ick
Fow
ler

に
よ
っ
て
六
日
間

の
登
攀
に
よ
り
初
登
頂
さ
れ
た
由
で
あ
り
、
四
川
省

の
「
夏
塞
（
シ
ア
シ
エ
）
五
八
三
三
ｍ
」（
平
井
一

正
会
員
が
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
初
登
頂
の
帰
路
、
川
蔵
公

路
上
か
ら
理
塘
高
原
の
北
に
「
海
子
山
五
八
三
三
ｍ
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
胸
を
躍
ら
せ
た
。）
も
、
カ
ナ

ダ
／
Ｎ
Ｚ
隊
に
初
登
頂
さ
れ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
二

年
四
川
省
・
党
結
真
拉
（
ダ
ン
チ
ェ
ツ
エ
ン
ラ
）
峰

登
山
の
往
復
に
そ
の
雄
姿
を
眺
め
、
ま
た
、
こ
の
山

の
登
山
計
画
を
考
え
ら
れ
た
当
会
々
員
も
あ
っ
た
だ

け
に
、
惜
し
い
！
と
落
胆
す
る
。
田
中
喜
左
衛
門
さ

ん
や
厳
冬
期
知
床
山
系
の
縦
走
を
さ
れ
た
先
達
の
記

事
を
読
む
に
つ
け
、
ま
た
、
崑
崙
登
山
報
告
の
中
で

伊
藤
寿
男
会
員
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
登
攀

能
力
の
有
る
人
た
ち
の
少
人
数
の
登
山
パ
ー
テ
ィ
ー

を
、
最
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
言
え
る
東
チ
ベ
ッ
ト
横

断
山
脈
の
山
々
に
送
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う

か
？今

号
の
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し

ま
す
。
次
号
の
原
稿
締
切
日
は
二
〇
〇
六
年
二
月
一

〇
日
、
発
行
は
三
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
田
中
）

20

編
集
委
員

田
中
昌
二
郎

発
行
日

二
〇
〇
五
年
十
二
月
末
日

発
行
所

京
都
大
学
学
士
山
岳
会

〒
六
一
一
―
〇
〇
一
一
　

宇
治
市
五
ヶ
庄

京
都
大
学
防
災
研
究
所

吹
田
啓
一
郎
　
気
付

製
　
作

京
都
市
北
区
小
山
西
花
池
町
一
―
八
　

（
株
）
土
倉
事
務
所




